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今
号
の
テ
l

マ

ー
地
域
イ
メ
ー

ジ
の
創
出
|

ま
ち aつ
く

り
の本来
の目的は

、そこ

に
住む
人々

が
、ま

ち
に
対する
愛着や

誇
り

を
も

ち 、
地
域
の
諸
活

動に
主
体

的・
積極的

に
か
かわ

るよ
うな地
域
社

会を
創造してい
くこ

とと
考えられ

ま

す。こ
のよ

うな
地
域
社会
の創造
のため

には
、ど

う
地域
のイメ
ー

ジ
を
形に

し

てい
く

かが
、

現在 、ま
ちづ
く

り
の中

で
求め

られてい
る
のでは

ない
で

しょ

、「ノAU 。こ
の地
域
イメ
ージ

が
形成され
る
要

因と
して

、「生
活
や
歴
史

文
化
」など

人
が
影響を
与える

も
の、寸自
然
環境・

建
造
物」など
のモ
ノ

が
影響を
与える

も
の、以
上
のよ

うな
、ま

ち
の内部要

因
が
考えら

れ
ま
す。

ま
た、一
方では

、

ま
ち
の外に
住む
人
のま
ち

に
対する
印

象など
の
外
部要因

も
看過で

きません 。

地域に
住む
人々

が
、まちを

訪れる

人
に
誇れ
るよ

うなま
ちをつ
くっ
てい

く
ため
には

、
明確なコ
ンセ
プトに
基

づ
く
、

地
域
イメ
ージ

をい
かに
創出し

てい
く

かが重
要と
考えら

れ
ま
す。

そこ
で
過
去二
号にわ

た
り

「地域
の

顔をつ
く
る
」とい

うメ
イ
ンテlマ

に

よ
り

特集を
組ん
で

まい
りましたが

、

今
回は

、ま
ちづ
く

りに
お
ける
「地

域

イメ
ージ

」とい
うこ
と
に
スポッ
ト
を

当て
て

、
そ
の
方策を
探ること

に
しま

し
た。

表紙の言葉

湯
けむ

り道後とは
、

ちょっ
と
過剰
表現で
す

が、日
本最古から白
鷺

が
足を
治したこと

が温

泉
の始ま

り。
そ
の後、

神
様から
聖
徳太子

、
歌

人 、
文
豪家俳人

、
著名

人 、
歴
代天皇
方も

、
来

湯
に
お
見えに

なっ
て

た

こ
と
などは

、
誇りに思

い
ま
す。

学生当時
、

東京にて
、

愛媛とは
誰と

もピ
ンと

こ
ない
が

、
松山
の道後

温
泉と
言えば

、「
ああ
」

と
うな
ずい
て
くれ

た。

道後温
泉
本館建

設百
周

年。
松山にい
て

も、
指

折り
し
か入っ
てい

ない 。

もっ
たい
ない
話 。

柳原
あ
や
子

道後温泉



実
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私
た
ち、
松
山
青
年
会
議
所
は
昭
和

二
十
七
年
創
立
以
来、
『
明
る
い
豊
か

な
社
会
を
築
き
あ
げ
る』
た
め
に、
様
々

な
角
度
か
ら
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
運
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た。
そ
の
原
動
力

は、
ま
ぎ
れ
も
な
く
諸
先
輩
方
の
「
ま

ち」
を
想
い、
愛
す
る
心
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す。
し
か
し、

き
く
変
化
を
し
て
い
る

今、
青
年
会
談
所
そ
の
も
の
も
変
革
を

始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で、
も
う一
度

原
点
に
立
ち
戻
り、
本
来
の
「
ま
ち」

の
あ
る
べ
き
姿、
理
想
の
姿
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す。

本
年
度、
松
山
青
年
会
議
所
は
「

司
()日N

E」
叶，
C河何
百
ロ∞
|
未
来
の
子

達
の
た
め
に」
を
テ
l
マ
に、
ま
ち宇つ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す。
今、
私

た
ち
は
地
域
の
子
供
た
ち
に
何
が
し
て

や
れ
る
の
か。
何
を
残
し
て
や
れ
る
の

か
を、
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す。

さ
て、
私
た
ち
松
山
青
年
会
議
所
が

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で、
全

て
の
活
動
の
指
針
と
な
る
「
ま
つ
や
ま

2
0
0
1
構
想」
と
い
う
も
の
が、
先

輩
方
の
努
力
に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た。

こ
の
構
想
は、
寸
松
山
首
都
圏
構
想」

と「
綾
郁
た
る
文
化
の
里
構
想」
の
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら、
ま
ちεつ
く

り
に
つ
い
て、
そ
の
必
要
性
や
実
施
計

画、
運
動
展
開
の
方
法
な
ど
分
か
り
ゃ

す
く
詳
細
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
れ
は、
私
た
ち
青
年
会
議
所
の
メ

ン
パ
ー
が、
い
つ
の
時
代
で
も
同
じ
目

標
に
向
か
い、
同
じ
視
点
に
立
っ
て
足

並
み
を
揃
え
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
構
想
の
中
で
も、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
上
で、
特
に
重
要
な
要

素
と
し
て、
市
民一
人
ひ
と
り
に、
ま

ちεつ
く
り
に
参
画
し
て
い
く
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は、
十
年

前
よ
り、
毎
年「
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」

を
開
催
し、
青
年
会
議
所
の
考
え
方(
ビ

ジ
ョ
ン
等)
を
広
く
市
民
の
方
々
に
問

い
か
け、
ま
た、
市
民
の
方
々
と
共
に

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
良
く
す
る
為

に
議
論
を
交
し
た
り、
考
え
る
場
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た。

そ
し
て、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
て
い
く
中
で、
特
に
近
年、

堀
之
内
周
辺
の
再
開
発
へ
の
提
言
と
い

う
も
の
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た。

そ
れ
は、
ま
つ
や
ま
の
顔
で
あ
り、

よ
り
所
で
あ
る
松
山
城
と
そ
の
周
辺

(
城
下
町)
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
行
政
サ
イ
ド
だ
け
に
頼
る
こ
と
な

く
私
た
ち
が
真
剣
に
考
え、
具
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す。

そ
の一
つ
と
し
て、
「
光
の
城
下
町」

と
い
う
堀
之
内
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た。
こ
れ
は、
堀
之

内
の
存
在
を
市
民
の
方
々
に
も
う一
度

再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で

す。

豆

、ρ

.
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肱川町役場

安川 武志

「
風
の町
」
肱川
町
の広
報誌に

、

平
成元年
四

月から
平
成六
年
一
月ま

で
の五
十八
回にわ

た
り

、
町
長
自ら

の執
筆によ
る
「

風
信
」が
掲載さ

れ

た。執
筆を
依
頼し

たわ
けでは

な
く、

自ら
が

ρ
風おこ

し運
動H
の展
開を

住
民に
訴え

る
思い
入れ

からで
ある。

そ
の一
節

に
、『風

動

き、
水

動き
、

人
の

動き
の

中
から
文
化

が
生

ま
れ

る』。
『風

車

の風で
、

人は
意欲で

動き続ける』
、

『
なぜ
木に
花が

ある
、

石に
火

が
あ

る
、

風に
期待して
不思
議は

ない』
、

『風が
吹
けば
木が

動く
、

木が
動け

ば
根が

動く、
根が

動けば
地が

動く』

と
ある。

我が
町
の自然
の風は
決

して
強
く

は
ない 。
住民一
人

\
AL- 、
ひ

と
り

の心
の中

E酢r-L九円』F‘句
刀却
炉
ト
に

「元
気
風

と対事智津
を
」「

や
る

溜R

気
風」を
吹

かそ
うと

、現在
も「
風

おこ
し運
動」

を
展

開中で
あ

n 

る-
自
然・
人・
起
業
か
ら
の
風
お
こ
し

人口
の減
少

、
高
齢化とい

う町
の

風
の
博
物
館

存続に
もかかわる
課題を
前

に
、い

ま
肱川
町では
次
の時

代へ
の新しい
試み
(
挑戦)

が
始まっ

た。

それは
「自然エ

ネル
ギー

を
問
の特
性と
位
置付け

、
風

を
糸口

に
して
技術・
人
材・

情報を
集
積し

、
自然工、ネル

ギl
を
通して

、地
域
振興を

図
り、

社
会的
役割を
確立
す

「
風
の博
物
館
」
の

完成で

る
ため
の

ある0
・
博
物
館
の
機
能

博物
館は

、
単に
物を

展示して一

般に
公
開
するだ
け
の施

設では
な

く、

町
の価
値や
魅
力を
再発
見し

、
それ

を
活かし
育て
る
中
核的
役
割を
担う

場と
して
位
置
付
けら

れて
お
り、

風

おこ
しセ
ンター
的
役割も
持っ
てい

る。そ
の役割と

して
、

大
き

く
次
の四

つ
の機能が
挙げら

れる。

第一
は

、
風を
知り

、
学ぶ
所と

し

て
の機
能で

ある。
風に
関
する
資料 、

情報
の収
集によ
る
風
の専
門
館と

し

て
の役
割を
担

うこ
と。

第二は
、

人
が
集まる
所と

して
の

機
能で

ある。
日
常的な
集ま

り、
非

日常的な
集ま

りを
通して

、
町
の振

興を
考えるコ
ミュ
ニ
ティ

機能を
持

つ
こ

と。

2 

第三は
、

新しい
産
業を
創る
起
業

化
のため
の

機能で
ある。
新しい
事

業を生み
出す
所と

して
、

付加価
値

の高い
産業へ
転換する

ため
の実験

を
行う場と

して
の役
割 。

第四は
、

情報を
発信する
所と

し

て
の機能で

ある。
町
の持っ
てい
る

魅
力や価
値を
町
外に
向けて
情報発

信する
基地と

して
、また、

発
信と

同時に
情報を

集め
る
場と

して
も
機

能しな
ければ

ならない 。

-
風
を
知
る
博
物
館

風は
、

空
気を
運び 、水を
運び 、

植
物
の種を
運び

、
春夏秋
冬
の温

度

を
運んで
くれ
る。

お
そらく、
普
段は

、風は
やっ
か

い
なも
のだ

と
か

、自然現象
の一
っ

と
して

、
感じ

た
り考え
た
りするこ

と
し
か・ない
だろ

う。

しかし、よ
く
考えてみ
ると

、
風

がこ
の地
球
の特殊な
環境をつ
くり、

風によっ
て

成
り立っ

てい
る
生物
の

関
係が分かっ
て
くる。



博
物
館
は、
別
段
に
珍
し
い
資
料
が

展
示
し
で
あ
っ
た
り、
ア
ッ
と
驚
く
資

料
が
展
示
し
て
あ
る
訳
で
は
な
い。

じ
っ
く
り
と
パ
ネ
ル
や
映
像、
模
型

な
ど
を
見
て
回
る
と、
風
と
宇
宙、
風

と
生
命、
風
と
エ
ネ
ル
ギ
ー、
風
と
精

神、
風
と
生
活
と
い
っ
た
風
と
の
か
か

わ
り
が
分
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る。例

え
ば、
普
段
は
気
付
か
な
い
で
い

る
我
々
の
日
常
生
活
の
中
で、
干
す、

乾
か
す、
住
む、
遊
ぶ
等
の
生
活
体
験

を
通
し
て
風
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
こ

と
が
で
き
る。

地
球
環
境
云
、々
が
叫
ば
れ
る
今
日、

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
博
物
館
を
訪

れ、
次
の
時
代
の
環
境
保
全
等
に
つ
い

て、
興
味
や
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
ら、

こ
の
博
物
館
は
活
き
て
く
る
も
の
と

思
っ
て
い
る。

-
周
辺
整
備
か
ら
の
発
信

博
物
館
を
中
心
と
し
た
周
辺
は、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゾ
l
ン
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る。

歴
史
民
族
資
料
館、
鹿
嶋
園
(
ケ
ビ

ン、
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス、
全
天
候
型
テ

ニ
ス
コ
ー
ト)、
鹿
野
川
園
地、
丸
山

住
民一
人
ひ
と
り
が
「
そ
れ

な
ら
自
分
で
も
や
れ
る」
「
自

分
も
や
っ
て
み
よ
う」
と
い
う

内
発
的
な
行
動
が
な
け
れ
ば、

共
有
す
る
町εつ
く
り
は
望
め
な

い
で
あ
ろ
う。

側
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合

セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
し
て
い
た、

当
問
の
石
家
前
研
究
員
は
「
町

づ
く
り
は
ど
れ
だ
け
町
に
思
い
入
れ
が

持
て
る
か
だ」
と
言
う。
言
い
換
え
れ

ば
「
ど
れ
だ
け
町
の
フ
ァ
ン
に
な
れ
る

か」
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

だ
と
す
れ
ば、
問
の
将
来
を
思
い、

公
園、
自
然
散
策
の
茶
堂
ル
l
卜、
体

験
交
流
館
H
望
湖
荘
ヘ
高
さ
十
三
メ
ー

ト
ル
の
シ
ン
ボ
ル
風
車
を
中
心
と
し
た

風
車
村、
子
供
た
ち
の
た
め
の
変
形
自

転
車
や
ソ
ー
ラ
ー
ヵ
!
で
遊
べ
る
風
の

り
広
場
等
、々
こ
れ
ら一
連
の
整
備
は

町
内
外
の
皆
さ
ん
が
自
然
を
学
び、
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り、
心
身
の
リ
フ

レ
y
シ
ュ
が
で
き
る
空
間
と
し
て、
充

分
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る。

-
風
お
こ
し
運
動
の
こ
れ
か
ら

住
民
の
「
や
る
気
お
こ
し」
「
元
気

お
こ
し」
を
ど
う
進
め
る
か
で
始
ま
っ

た
ソ
フ
ト
運
動
か
ら
ス
タ
ー

ト
と
し
た「
風
お
こ
し
運
動」

は、
そ
の
延
長
と
し
て
諸
施

設
整
備
の
ハ
l
ド
事
業
に
進

展
し
た。
「
新
し
い
町
創
造」

は、
参
加
す
る、
総
合
す
る、

挑
戦
す
る、
継
続
す
る、
を

計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
置
い

て
い
る。

一

人
口
が
減
る、
若
者
が
去

る、
農
林
業
が
駄
目
と
限
い

て
ば
か
り
で
は
活
気
の
あ
る

町
づ
く
り
は
不
可
能
で
あ
る。

展示室

(世界各国の風車の模型などが展示してある)

風と遊，::\Î“風のフォリー"

今、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
の
は、
そ
こ
に
住

ん
で
日
々
の
暮
ら
し
を
し
て
い
る
我
々

町
民
自
身
な
の
で
あ
る。

我
が
町
の
「
風
お
こ
し
運
動」
も
原

点
に
戻
り、
町
の
フ
ァ
ンミつ
く
り
に
精

を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い。

町
の
イ
メ
ー
ジ
創
出
は、
外
か
ら
与

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く、
そ
こ
に
住

む
人
々
が
創
る
も
の
で
あ
る。
そ
し
て、

行
政
が
仕
立
た
パ
ス
に
乗
る
だ
け
で
な

く、
住
民
自
ら
が
運
転
す
る
パ
ス
で
目

的
地
に
向
か
う
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る。

終
わ
り
に、
町
長
の
「
風
信」
の一

部
を
紹
介
す
る。

『
風
が
歴
史
の
頁
を
め
く
る』

3 
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-・・地域イメ ージ の

創 出 ・・・

愛媛
県西部八
幡
浜市

か
ら
西南
部

に
約四
十キロ
メー
トル
、

豊
後
水道

に
突出

し
た
佐田
岬
半
島
の先
端に
位

置する
ま
ち 、三
崎町

。
面
積は
三
十

三・
五七
平
方キロ
メ
ー
トル
、人口

は
四
千八
百六
十七
人
(
平成六
年二

月末日現
在)

で、
西
端
の佐田岬は

瀬戸内
海国立
公
園
の一
部で

もあ
り

ま
す。

佐田
岬
半
島は三
波
川変成

帯に
属して

お
り

、
中
央
構造
線
付近

に
多く産

出する
緑色
片
岩(
青石)

や
黒色
片
岩で
構成さ

れて
いま
す。

当問
の基
幹産
業で

ある
柑橘栽
培

は
、

明
治十九
年
導入
の夏み

かん
栽

培から
百
年以
上
の歴
史を
誇

り、
現

在は
トロ
ピ
タオレ
ンジ

と
温
州ミカ

ン
の交
配
種で

ある
「

清見タンゴ
ー

ル
」やポンカ
ン
の
改
良品
種
「

媛ポ

ン
」
の栽
培に
力を入

れて
いま
す。

一
方 、
海
の
方では

近年
飛
躍的に

漁
獲量
の伸び

た
太
刀魚を
中心

に、

ブ
リ・
タイ・
アジ・
フグ・
伊
勢エ

ピ
や
昔ながら
の海

士
さん

によ
る
素

潜り漁で
の

ア
ワビ

、

ま
た、

サ

ザエ
など
が

水
揚げさ

れ
てい

ま
す。

こ
のよ
うに三
崎
町は

、
国立

公
園
佐田川

や
青石が
形づ
くる
特異

な
景
観と
海

や山
の豊

かな産
物に
恵

まれて
お
り、

こ
れ

ら
の資源を生

か

し
ながら地
域
のイメ
ー

ジ
を
創出

し、

ま
ち
の

活
性化に
取り
組ん

で
いると

こ
ろ

で
あ
りま

す。

「、つみ
や
ま
こ
こ
ろ
長己戸」リ長C

ら
三
崎」。
こ
のキヤ7
チ
フ
レ
ー

ズ

に
込め
ら

れ
た
も
のが、
三
崎町
の町

づ
くり
のコ
ンセ
プ
トで

も
あ
りま

す。

では
、こ

のコ
ンセ。フ

ト
に
沿っ
て
今 、
三
崎町

で
の具
体的な
取り組み

につ
い
てご
紹
介致し

ま

す。

の殿堂
」と
して
の声仰を不

動のも

のに
してい
ま
す。

し
かし、

アワビ
につ
いては
近
年

水
揚げ高が
減
少
傾
向に

あ
り、

他
の

魚種
の種苗
確保と

い
うこと

も併せ

て
、

平
成
六
年
度

か
ら
「

種
苗
セ
ン

4J
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ま
ず 、Jつ
みH

に
関

しては
、豊

かな
海
の幸

を
町
内
外
の
人々

に
味

わっ
て
頂く

ため
に、
佐

田
岬物産
セ
ンター
「一一一

崎
漁
師
物語り
」を建

設

し、
平成三
年五

月か
ら

営
業を

してお
り
ま
す。

運
営は
三
崎漁
協

が
直
営で

やっ
て

お
り、

初
年度に二
億八
千万
円
の売

り上
げが

あ
り、そ

の後
も
名
前が
知

れ
渡る

につ
れ
て、
売

り上
げ

も
年々

伸び
て

いま
す。

まさ
に、
佐田
岬
半島
の「グル
メ

4 

..--:r-­
三崎漁師物語り

こ 増指 て る 家 安 を 管制1 設 タ
と え す 漁 い こ 経定 目 理 み に l
で て 若 業 まと 営 し 指 型 、 も 」
も い 者 を す と を た し 漁 資 取 のるが目 。 し 図;.1:(1. 、 業 j原り建

当町
の漁業

活性
化が
着

実に進ん
で
いる
こと

が
伺え

ま
す。

仰
やまH

の
方へ

目を
転じ
る

と
、寸

清

見タンゴ
ール」

が一
つひ

とつ
袋に

保護され
て、

まさ
に
手塩

に
か

けて

育て
られて
いま
す。三
崎町
の柑橘

農家
の救
世主と

して
大いに
期待さ



れ
、

味
の面では
日
本一と
折り
紙も

つ
け

られ
てい

ます。
観光
協

会が
作

成
し
た
名
刺
の台紙には

、こ
のみ
ず

み
ずしい
消見タンゴ
lル

が
刷り
込

ま
れ
て

い
ま
す。
そ

して
、

清見
タン

コ
lル

と
共に

、二
十一
世
紀へ
向け 、

農
家

が
夢を
託

してい
る
のが
「

媛ポ

ン」
で
す。
これまで
のポ
ンカ
ン
の

甘
味と
果
汁
の而をさ

らに
改良し

、

導入さ
れ
た
も
ので

、
農業
後
継者
の

自
の締

き
も一層明る

く
なっ
てい
る

よ
う
で
す。

し
か
し

、
柑橘を
取り
巻く
環境は

米以上
に
厳しく
予
断を許さ

ない
と

ころ
で
すが

、
百

年以上
の柑
楠
栽

婿で
蓄
積さ

れ
た

技術
やノ

ウ
ハウ

に
よっ
て

、あ
ら

ゆる
困
期や
障
害

に
打ち
勝つ
こ

と

が
で
きると
信じ

てい
ま
す。

J」
ころH
を

代
表する

も
のに

岬
の青石

文化
が

ありま
す。
特に

井
野浦地
区
の防

湖 、
防
風石垣や
正
野地
区に

ある
高

さ
四メ
ー
トル
、

長さ
百メー
トル
を

越す石垣
などは

目を
見
張る

も
のが

あり
、

名
取地
区
の集落全
体に
見ら

れ
る
石
積み
・石垣・

石
畳は

、
石
の

美術
館
の様相さ
え
呈

してい
るほ
ど

で
す。

清見タンゴール

こ
れ
ら
の石垣

など
の大
部分は

、

地
域
住民自ら
の手で
百年 、二
百年 、

も
し
かし
た
らそ
れ
以
前からコ
ツコ

ツ
積み
上
げられ

、
集落
の歴史と

と

もに
続けられ
て

きた
行
為か

らみて

も
、地

域
の大
切な
財産と

して
、も

つ

と
高い
許制を
受
け 、

地
域
資源と

して
活

用さ
れ
な

ければ
な

ら
な
い
も
の
だ

と

思っ
てお

り
ま
す。

そ
し
て

、
そ

う

，
いっ
た
思い
を
同じ

くする
若
者が

集ま

り
、三

年前か
らこ

の青石と
閲わ

り
合

い
なが
ら、ま
た地

域
の人々

に
青石

文

化につ
い
て
少

し
で

も
関
心と理
解を
川休

め
て

もらうため
に

、
青石
資
源マッ

プ
の作成

、
青石
積み
の実
習 、
青石

写
真
展
の開
催や
背石シ
ンポジ
ウム

の開
催など
を
通じて
背
石を
見
直

し
、

先人
に
学び

な
が
ら、三
崎

らしい
景

観を
残す

ため
の活

動を一
歩一
歩
展

開して
い
ま
す。

特に
、

平
成五
年十一

月に
開催さ

れ
た石シ

ンポ
ジウム

では
、町

外か

ら
の予
想以
上
の反
響に
加え

、
町
内

の人々
に
も
背石

文化に
対する
再
発

見
のきっ

か
け さつ
くり

が
で
きたよ
う

に
思い

ま
す。

しかしなが
ら、
何もか

も順
風満

帆とい
うわ
けでは

ありませ
ん oJつ

みu
につ
いてい
えば

、
海洋汚染

や

底
引き網漁業
等によ
る
乱
獲で
漁業

資
源
の
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す。H

や

まu
につ
いても

、
消費者
の噌
好
の

変化
や
外国
産と
の競
争
等 、
厳しい

状
況に

あ
り
ま
す。H
こ
こ
ろu

につ

いて
も

、石
の風
景は
刻々

とコ
ンク

リー
ト

や
新しい
素
材に
取っ
て
代え

られ
よ

うと
してい
ま
す。

しかし、三
崎がこ

れ
から
も三
崎

らしくある
ため
には

、地
域
資源で

ある
海
の幸 、
山
の幸 、
青石に
込め

られ
た心を大切
に
しな

くては
三
崎

のア
イ

デンティ
ティ
の確立

もなく
、

きら
きら締く三
崎
の活
性化

も
ない

と
考えて

い
ます。

「うみ
やま

こ
ころ
九C

らえ」

ら三
崎」。
決

して
、

ナ
ウ

い
言
葉

で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、

素
朴

な
三
崎
の

人々
が
暖かい
心づ

かい
で地
域
を
創

造
し
て

い
く
イ
メ
ー

ジ
と

は
し
て
は

ぴっ
たりだ
と

自
信を持っ
てい
えま

す。

..Jp!l 
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;へと白然て
創�健康の村を

目指して

(絡)地域の ( 
)顔をつくる(穣)

-・・地域イメ ージ の

創 出・・・

愛
媛
県
中
予
地
区
に
位
置
す
る
美
川

村
は、
総
面
積
二二
四・
三
八
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に、
二
千
八
百
七
十
三
人

(
世
帯
数
千
百
四
十
四
戸)
の
住
民
が

生
活
す
る
山
村
地
域
で
す。

村
の
基
幹
産
業
は、
農
業
や
林
業
で

す
が、
四
国
随一
の
規
模
を
誇
る
『
美

川
ス
キ
l
場』
や、
今
か
ら一
万
二
千

年
前
の
純
文
時
代
早
期
の
『
上
黒
岩
岩

陰
遺
跡』、
四
国
八
十
八
ヶ
所
四
十
五

番
札
所
『
海
岸
山
岩
屋
寺』
な
ど
が
あ

り
ま
す。
そ
し
て、
村
名
の
と
お
り
美

し
い
川
の
流
れ
が
あ
る
村
で
す。

村
で
は、
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し

村
の
活
性
化
を
図
る
た
め、
行
政
と
各

種
団
体
が一
体
と
な
っ
て
様
々
な
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す。
村
民
自
身
が
も

っ
村
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は、
平
成
元

年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と、

約
八
割
の
村
民
が
「
自
分
た
ち
の
村
は

自
然
が
き
れ
い
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
村」、
寸
今
後
も
住
み
続
け
た
い」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で

す。

農
業
振
興

の
た
め
に
は、「山辰

R
J

V

業
後
継
者
対

!

ぎ
A4

タ

策」
を
掲
げ

r

f

‘、

る
人
が一
位

、、
、
で
観
光
レ
ク
リ
エ
l

司
、ン
ヨ
ン
開
発
に
つ
い
て
は、「
自

然
景
観
を
生
か
し
た
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
開
発」
を
望
ん
で
い
ま
す。

総
じ
て、
豊
か
な
自
然
の
中
で
生
活

ま
た、

し、
良
好
な
個
々
の
結
び
付
き
を
求
め

な
が
ら
安
心
し
て
生
活
で
き
る
村
づ
く

り
を
望
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す。

平
成
二
年
に
策
定
さ
れ
た
村
の
基
本

構
想
も、
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

基
本
に
地
域
イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し、
村

守つ
く
り
の
方
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で、
『
人
と
自
然
で
創
る
健
康
の
村』

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す。

現
在
美
川
村
で
は、

⑧
に
大
川
嶺
で
開
催
さ
れ
る
『
美
川
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル』

②
に
県
指
定
名
勝
御
三
戸
巌
付
近
で
開

催
さ
れ
る
『
み
か
わ
川
ま
つ
り』

⑮
の
『
み
か
わ
ま
つ
り』

⑧
の
『
美
川
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル』

な
ど、
出
来
る
限
り
村
の
自
然
条
件
を

生
か
し
た、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し、
村
民
は
も
と
よ
り
村
外
の

方
々
と
も
交
流
を
行
っ
て
お
り、
年
々

美
川
村
を
訪
れ
る
人
は、
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す。

ま
た、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
と
と

も
に、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
や
婦
人
会、

農
業
後
継
者
が
中
心
と
な
り、
「
ふ
る

さ
と
市L
を
夏
か
ら
秋
に
か
け
実
施
し

て
お
り
ま
す。
ま
た、
平
成
元
年
に
は、

6 
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上
黒
岩岩陰
遺跡を
題
材と

し
た

、
美

川
縄

文太
鼓

も
村民
の
有志によっ
て

創
作さ
れ

、そ
れぞれ
の団
体が
協
力

し
なが
ら
村 守つ
くりを
進め
てい

ま
す。

一
方で

、
村外
の
方々

が
もっ
美川

村へ
のイメ
ー

ジ
と
しては

、
昨
年十

一
月にふ

る
さ

と
市
の集大成と

もい

え
る
「

美川フェ
ア」
を

松
山市
の
銀

天
街で
実施

しま
し
たが

、
そ
の時
の

ア
ン
ケー
ト

に
よ
る

と
、

美
川
村

で

知っ
て

い
る

施
設
と
して

、
美
川
ス

キl
場 、
岩屋
寺

、上
黒
岩岩陰遺跡

、

大
川
嶺 、

御三
戸河原

な
ど
を
挙げる

人々
が
多く

、
スキー

と
美

しい
自然

に
恵まれ
てい
る
村と

して
認識さ
れ

てい
るよ
うで
す。ま

た
、村外

の
方々

の希望と
しては

、
田
舎
の素朴な
人

情に
触れ
る

施
設を
希望

し、
新鮮で

安心して
消
費で

きる
野菜

や
果物
の

供
給
希望が

多い
こ

と
が
伺わ
れ

ま
し

た。ま
た、全
国
の村名に
「

美
」
のつ

く
村十
村が
提携し

、全国へ
向
けて

アピ
ール

して
行く

ため
平成
元
年か

ら
始まっ
た

「全
国
美しい
村サミッ

ト
」も、
住
民憲
章やシ
ンボルマ
ー

ク
の制定 、

ま
た、
森林交
付税
創設

の要望 、
環境問題へ
の対応

な­

ど
、

美と
自然に
関するテ
lマ

で
取り
組ん

で
お
りま

す。
次
回

の
冬
季オリ
ンピッ
ク
の開
催は

、

長
野県に
決
定してい

ま
すが

、

こ
の招致活

動に
も
サミッ
ト
を

縁に
十
村が
協
力しま

し
た。
今

では
「全

国美
しい
村
郵
便局長

サミッ
ト

」も開催さ
れ
てい

ま

す。
今後と

も、
共通

し
た
課題

を
持つ
十村が
協
力して

、
交
流

が
広が

り、さ
らに
全
国

に
村
の

良さ
をアピ
ール

する
こ

と
がで

きれば
と
思っ
て

い
ま
す。

村
民自身
の村へ
のイメ
ー

ジ

も
、

村外
の方々
の当
村へ
のイ

メ
i

ジ
も
方向と

しては
基
本的に
整

合
性が

あ
り

、
今後は

、よ
り

明
確な

も
のと

して
、

実現
して
行かな
けれ

ば
な
りません。

人
間
の
社

会
生

活
の
原
点

で
あ

る

「
村」

も
今では
数少な
く

なっ
て

し

まい
ま
し
たが

、
今後は

、
時
代と

と

も
に
変
化

し
な
が
ら
も

、
数
少

な
く

なっ
た
本
物
の自然
を
守り

、
暖

かい

人
情 、人と
人と
のか

かわ
りを

大
切

に
、

本
当に
こ
こ

に
住む
人々

が
肉
体

的
に

も
精
神的

に
も
健
康

で
、『人

と

自
然で
創る
健
康
の村』
を
実感で

き

る
村 、生

活基盤
が
整備さ
れる
中で

も、
失
わ
れ

た
『村』

(
地
域
社

会)

の良さ
に
触れ
合うこと

が出来る
村

と
して
発

展
再生
するこ

とと
確信し

てい
ま
す。

御三戸獄
み み どとけ

村のシンボル

全
国
美し

全国突しい円友好姉錬刊
7 

い
村住
氏
事季

わ
た
く
し
た
ち
全
国
間
ケ
村
の
美
し
い
村

の
住
民
は、
そ
の
名
の
ご
と
く、
澄
み
き
っ

た
空、
緑
と
清
流、
透
明
な
湖
に
代
表
さ
れ

る
美
し
い
自
然
環
境
に
は
ぐ
く
ま
れ、

古

い
歴
史
を
も
ち
文
化
を
創
造
し
て
き
ま
し

た
。

実
し
い
村
が
互
い
に
友
好
と
観
普
の

鮮
を
さ
ら
に
強
め、

真
の
盟
か
さ
と
平
和

を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
を
め
ざ
し‘

こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す。

住
み
よ
い
村
を
つ
く
つ
ま
し
ょ
う.

一
、
互
い
に
協
カ
L、
活
カ
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う.

一、
互
い
に
心
の
ふ
れ
あ
い
を
た
い
せ
つ
に
し、

乎
和
な
村
を
つ
く
つ
ま
し
ょ
う。

一
、
互
い
に
学
び、
宜
か
な
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う.

一、
互
い
に
交
流
を
深
的、
新
し
い
え
化
を
創
造
し
ま
し
ょ・
1.

千
え
3
年
8
月
刊四
日

互
い
に
美
し
い
自
然
を
守
q、

岡
山
県

美
甘
村

捻
島
県

美
郷
村

茨
山崎
県

美
浦
村

茨
城
県

美
和
村

長
野・
県

美
麻
村

岐
阜
県

美
並
村

三
重
県

美
里
村

三
重
県

美
杉
村

4和
歌
山
県

美
山
村

愛
妓
m晴

美
川
村



瀬戸内海の
楽園を目指しτ

(絡)地域の 一
) 顔をつく る (畿)

-・・地域イメ ージ の
創 出 ・・・

岩城村産業課

宮脇 馨

-
レ
モ
ンl
L
e
m
o
n
-

樗
橡|

/

「
青いレ
モ
ン
の島」

なん
とい

う

心地
良い
響

きだろ
う!こ
のキヤ
ア

チコ
ピ
ー

か
らは
誰もが
青い
空と
海

に
固まれ、
陽光が
燦々

と
降り
注
ぐ

夢
の
楽
園
を
思

い
浮
かべ
る
こ

と
で

しょ、っ。

Hレモ
ンH

と
い

う
言
葉だ
けで

も、

梶
井基次郎や
高
村
高太
郎な
ど

が
描

い
た
世
界
のよ
うに、
素
敵な
感
覚に

包
まれ
たエ
キゾ
チッ
ク

な
空
間を
連

想する
のでは

ない
で
しょ
うか。

ま

た、
数

多く
の歌に

も
甘
くて
酸っ
ぱ

い
H

初恋
の味H

と
して
登
場してい

ま
す。

とい
うわ
け

で、
売上
げや
消

費量
の延び

に
関係

な
く、
国
民的に

もか
な
り
好感を
持たれて

い
る
果物

だ
と
思い

ま
す。

そ
のレ
モ
ン
を
冒
頭
のよ
う

なコ

ピ
ー

のもと
に
売り
出して 、
ひ

と
儲

け
して
しま
お

うとい
う
のが
私たち

の企
み

な
ので
す。

も
ち
ろん 、
「地

域イメ
ー

ジ
の
創出」

などとカッ
コ

イイ
も
ので

あろ
う
筈が

ない
ので
す。

レ
モ
ン

で
一
発
当て

砂ずて
やろ

うとい
う

h-E'k、，a''
h・・・F

や

、11
rr

z.
，

多分に
香具

一ケ「
p' jiし

同

;J一一M
，‘，
師的

で、
あ

F
??ト向‘
{

F
れ
\ょ
司

わよ
くば
島

の人
たちみん
ながこ

れに
か
かわっ
て 、
飯
の種に

で
もなれば
しめ
た
も
のだ

と
考えて

い
るだけ

な
ので
す。

もっ
と
も、

イ

メ
ー

ジな
どとい
う

も
のは
外か

ら来

る
者が
勝手に
自分
の都合
のい

い
よ

うに
解釈して
吹
聴する

も
ので
すか

ら、
私たち

が
それほ
ど
深く関与

で

きよ
うは
ず

も
ない
ので
すが::: 0

.
な
ん
と
か
目
立
ち
た
い::・

こ
こ
に
岩
城
村
あ
り
!

こん
な

こと
を
考えるよ
うに

なっ

た元々
の発
端は
ささい

なこ
と(?)

で
し
た。
かつ
て 、
東京に
在住して

い
た
当町
の役場
の課長

が
知人から

「
岩城
村は
地
図

に
も載っ
て

い
ない」

と
言
わ

れ、
「

もっ
と

こ
の
島
の
知
名

度を上
げ

たい」
と
考え

た
のが
始ま

り
で
し
た。
瀬
戸内
海に

あま
たある

鳥
の中

で、
こ

れといっ
た
特徴
のな

い
岩城島で
す

が、
地
図になん

とか

島
の名
前を
載せ

たい
とい

う強い
一

念で
た

ど
り
着い

た
のが
「

青いレ
モ

ン
の島」で

し
た。

瀬
戸内
海
の空と
海
の青さに、

も

ぎ
たて
の新鮮

なレ
モ
ン
のイメ
ー

ジ

を
重ねて
生

れ
た
のがこ
のキャッ
チ

フレ
ーズ

で
す。
バ
ブル
崩
壊前
の右

肩上
が
り
の経
済に
加え、
ポ
スト
ハ

lベ
スト
の問題

がに
わ
か

にクロ
ー

ズ
アッ
プ
さ

れ
始め、
タイミ
ン
グは

申し分
のない

時
期(
昭和五
十
七

年

七
月商楳登銀出
願)

・
目
立
ち
始
め
て・.....
 

「
青いレ
モ
ン
の島」
誕生
の素地

と
して
岩城村
の基
幹産業と

なっ
て

い
る
柑橘農業と、
愛媛

県果樹
試験

場岩城分
場
の指
導的
存在がありま

した。
特にレ
モ
ン
導入
のキ
lマ
ン

と
なっ
た脇
義
富分
場
長は 、
的
確な

社
会
情勢分析に
基づ

き、
農産
物
の

需
給

動向の中で
低・
無農
薬 、
有機

栽培へ
の流れ
を
読み 、
そ
の対
策と

して
のレモ
ン
の栽
培を強
く提唱さ

れ
た
ので
す。

しかし、
立
派なコ
ピ
ー

は出来た

も
のの、
肝
心
の生
産流通体制は

な

か
なか
思い
通り

には
進展しません

でした。
そこ

には 、
これ

ま
で
の経

過か
ら
役所や
農
協に
対する
根
強い

不
信感が

あり、
そ
う簡単には
払拭

さ
れ
なかっ
たよ

うで
す。

事
前段階と

して 、
昭和五
十五

年

頃か
ら本
格的

な生
産体制
の整
備に

取りかか
り、
村
独
自
のレ
モ
ン
の融

資
制
度
を
設
け

た
り
(
昭
和五
十
六

年) 、
苗
木
の調
達・
配
付

な
ど

に
取

り
組ん

で
きま
し
た

ま
た、

で
し
た。

8 

昭和六
十
年六

月に
第三
セ



クタ
l方

式で
「

株
式

会社い
わぎ
物

産セ
ンター」
を
設
立

し
、九

月には

特
別
島民制

度「
青いレ
モ
ン
の島友

の会」
を
発足させ

、流
通体制
の確

立
に
も取り
組み
始め
ま
し
た。

さ
ら

にマ
スコ
ミ

等
の取
材

も
増え

、
念願

の知名
度は
順
調に上
昇しま

し
た0

.
順
風
満
帆
か
ら・・・・・・
事
態
急
変
!

ところ
が

、こ
こ

に
きて
ま
た
新た

な
問題が
浮上
する
訳で
す。
急速な

高
齢化 、
過
疎化がそれ

で
す。
全
国

的な
傾向とは

い
え

、ふ
と
気が
付く

と
、六

十
歳以
下
の農
業
従
事
者は
ほ

とん
どい

な
くなっ
てい

ま
し
た。
い

くら基
探
整
備を
計画的に
推進

して

も
、

道路がで
きる
そ
の側から
樹
園

地
の荒廃が
進ん

でい
くとい
う悲
惨

な
状
況
がそこ
ら
中

に
広

がっ
てい

き

ま
す。さ

らに
、

追い
討ち
を
か
けるよ

に

パ
ブル

が
崩
壊し

、
高
級品晴
好が
急

減し、
輸入フ
ラ
イ
トレ

モ
ンによ

り

ポ
スト
ハlベ
スト
の有
利性もな
く

なり
、一

部には
青いレモ
ン(?)

ま

で
出て

きま
し
た。
流
通
体制で

も他

産地
の産直
等によ
る
消
費
者
直結な

ど
が
広く様く
浸透

し
始め

た
ので
す。

-
m
年
先
を
見
つ
め
て:::

こ
のよ
うな
環境
の変化
の中で

、

寸
安
定生
産体制を
確保しよ
うと

、

高
齢者に

も
可
能なレ
モ
ンづ
くり

や
ハウ
スレモ
ン
の技術
革新に
む

けて
支援方
法を
模
索して

い
ま
す。

そ
して

、
失わ

れ
て

い
く農
の原

点に
立
ち
帰り

、
安全

で
適
正
価格

の美
味しい

も
のを
作る
喜び
を
消

費
者と
共に
享
受で

きた
ら・・・・・・ 。

と
い

うこ
とで

、
流
通

も
側いわ

ぎ
物産セ
ンター
を
中
心に
消費者

と
の結び
付

きをよ
り
強め
る
方向

へ
と
転換

し
、

安定した販
売網
を
確

立
し
たい
と
考えてい

ま
す。

ま
た

、

P
R
用と

して
も
新た

なパ
ンフレッ

ト
を
作成し

たところ
で
す。
こ
の他

に
も

「
青いレ
モ
ン
の島」をイメ
ー

ジ
し
たマ
スコッ
ト&

愛称
の
募集

も

しい
て

い
ま
す。

さ
らに

、
加工
品
開発も
従来
のレ

モ
ンジャ
ム
だ
けで

な
く、
待望
の新

製
品
「レ

モ
ン
ハー
ト

」(ペ
ー

ス
ト

状
製品)
の開発に
取り
組ん

で
お
り

、

新た
な
加工
場
の建
設

も
計画して

い

ま
す。こ

う
し
た産業と
して
の取り
組み

と
同

時に
、

島
民

の心
の中に
「

車両

い
レ
モ
ン」

が

認識
し

、
良い

とこ
ろ
をい
かに

活用

し
悪い

と
ころ
をど
う変えて

い
くか

を
考え

、
新たなラ
イフ
ス
タイルへ

の変
革
の足

がかりと
し
たい
ので
す。

ま
だ

ま
だJ
日
暮れて
道遠

しH
の

現状
で
すが

、こ
れから
もマ

イペ
ー

ス
で

自分たち
の心
の中に
「

青いレ

モ
ン」
の心を
育て

、いつ
の日か

、

みん
な
で
地
中
海へ
行けるよ
う
夢見

てい
る
ので
す::: 。

(
私
の予想だ

と
、そ

のうちに
きっ

と
こ
の島が地
中
海のよ
うな
素敵な

雰囲気
の島に

なっ
て

い
る

は
ずな
ので
すが::: 。
誰

ですか?
そ

したら地
中淘

に
行く必
要が

ない
、など

といっ
てい
る
のは::: 。)

育っ
てい
くよ
う

「一
家に

一
本レw'‘.，電

モ
ン
を
植えて
地

中
海へ
行こ
う!

運
動」
の推進

や

「レモ
ン
街道
」E

の整
備を
進め

、r
了
r

地
域

によ
り
密着し

た
も
のに

してい

こ
うと
考えて

い
ま
す。

こ
うして

、レ
モ
ン
を
育て
るこ

と

によ
り

、こ
の島
の本当
の良さ
を
再

納涼船「青いレモンの島」号

販売促進
東京代々木にて

9 



ζζろ豊かな
生活と夢文化創造の

まちづくり

⑨
 

る
の
つ

域
を

地
顔

⑧
 

-・・地域イメ ージ の
創 出 ・・・

平成ニ・=一
年度で

文化センター

五
年度に
夢創造館を

建設!
御荘
町は

、
太
陽
の光をいっ
ぱ

い

に
うけて
きらめ

く
紺
碧
の淘と
心地

良い
湖風

、
シラ
サ
ギ

や
鴨など
の野

鳥が群れ
遊ぶ
川

、み
ずみ
ず

し
くま

ば
ゆいば

かり
の緑
の山々

が
あり

、

感
動に
満ち

た足
摺宇和
海国立
公
園

のほ
ぼ
中央に
位
置してい

ま
す。

一り荘 //' 凋睡蓮�I 寄あ文理か字時 . 月 、 I IrJ・ f 橿堕型l' . りり化的 る和問111]御九平文 理'軍司 l のまに ハな島三 は荘日 成化 こ 沼酔Ir \ 方し 触 ン ど市O 、町に三 七 と /藍匂主 またれデ 、か 分県文オ年 ン か . l湾専\ で 。 る イ者1\ら 、 都化l 十 タ らき ・ A 開 対 ま機キ市で市松 セプ月 l 、 る U神�.�ミシ〆F や象た会 ヤ かも の 山 ンン に 建平施 可官炉F会芸と 、が ツ ら車な市タし完設成設 、. ... 術し 子 少 プ 遠でかか |ま成 工 二が的な会 発 活 た供なかい 約でら をし 、 事年なに ど 兵 文かい らと 一一車建た同が度か手Ij 、 講ゃ動化ら状 、い 時番で設。 年始に つ 用多習展 の活お況芸う間近約十ま御たで目会示集動年にやf.j j也かい 三
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私たち
の長

年
の念願

でありま
し

のホ
lル

では
、ベ

ル
リ
ン・
フィル

た
文化セ

ンターは
、

中川
一政
氏
の

木
管五
重奏固など
のコ
ン
サー
ト

や

「都被」、流
政
之
氏
の「武者ぶ
るい
」、

劇
団による
演劇 、文化
講習会など

清
水
九
兵
衛
氏
の「
朱
甲
冠」、
隊
部

を
催してい

ます。また、文化グル
l

士口人
氏
の「
響」など
の絵画・
モニュ

プが
活
動成
果を
披露 、発
表する

な

メ
ント
・

彫
刻を
配
置し

た
美術
館の

ど
、

数
多く
の行事が
予想以上

に
、

よ
うな
建
物に

なり
ま
し
た。
私たち

しか
も
手づ
く

り
で行われ
てい

ま
す。

の誇り
ある
文化
の殿堂と

して
、ま

一

こ
のよ

うな
文化セ

ンター
で
の事

た
、

若者に
夢と
希望を
持た

ら
し

、
タ
業を
契機に

、コ
ン
サー
ト

など
の企

ン
ー

みん
な
の心と
心をつ

な
ぐ交流
の場
セ
画立
案 、
運
営を行う

会
員数一00

レU

と
してスター

ト
しま
し
た。

刻
名
の『御荘
町
夢文化コ
ン
サー
ト』

町
-[、

開
館以
来 、
音
楽ホール

と
して
の

荘
と
殺しし
組織も
結成さ

れ
「僧都川

機能に
重
点を
置い

た固
定
席五五

O
御

せ
せ

らぎコ
ン
サー
ト

」など
の新し

い
活
動も
芽生
えてまい

りま
し
た。

アー
チスト
の
方から「演奏して

み
た

くなるよ
うな
素
晴らしい
ホー

ル
で
すね」

と
好
-評を
博してい
る

文

化セ
ンター。
子供からお

年
寄りま

で
が
楽しく
参加で

き、
心と
心
のふ

れ
あい・
温もり
のある

施
設にと
文

化セ
ンター
のスy
タフ

一
同努力し

てい
ま
す。

-御荘
町
夢創造
館の

建設

こ
のよ

うな
状
況
の中で

、
今後は

こ
うし
た芸
術

文化をど
う
学
習し

、

地
域

に
根づ

かせ
、

創造してい
くか



ソ
フ
ト

面
の整
備が
必
要に

なっ
て

きま
し
た。
そ
こ

で
、「

人づ

くりは
子

供
たち
から」

をコ
ンセ
プ

ト
に

、豊
かな
夢と
創造
性を
育み

、

多く
の人

たちと
のふ

れ
あい
の中か

ら生
きた芸
術

文化
を
学

習し
てい
く

施
設と
して「
夢創造
館」
の建
築に

取り
組むこ

と
に
なりま
し
た。

傾
斜四五

度、ピ
ラミッ
ド

型
の八

角錐
の夢創造
館は

、
平
成六
年

四
月

一
日にオー
プン。
単に

も
のづ
くり

の施
設に
する
のでは

な
く 、
交流
事

業によっ
て

、
子

供
たち
の
興味を
引

とい、っ 、

夢創造館

h、、

�í 

ーレホ'

館浩一品目回
J二苗?

く事業
や

、芸
術

文化
の創
作

活
動を

行うとと
もに

、グロ
ーバ

ル
な
視野

を
持つ
人
材を
育成
する
場

と
して
有

効
に
活用してい
きたい
と
思っ
て

お

り
ま
す。

ま
た

、建
物
の周
囲は

、
足

摺宇
和
海国立
公
園を
背景に

、
憩い

と
散
策
のスペ
ー

スと
して
芝

と
樹
木

の広
場と

し、
子供たち

が
制
作し

た

石
の彫
刻を
配
置する

など
、施

設自

体や
周辺
空
間が芸
術

文化
の創造に

ふ
さわ

しい
も
のと

しま
し
た。
一

人

で
も
多ノX
の人

に
感

動を
与え

、こ
こ

ろ
豊

かな
人づ
くり
を目
指してい
く

活
動を展

開
し

、
個性豊かで
魅
力あ

ふ
れ

る
まち εつ

くり・
地
域づ
くり
を

推進
してい
きたい
と
考え
てい

ま
す0

・
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

町は
、

文化セ
ンター

と
「

夢創造

館を建
設
しま
し
たが

、
決

し
て

近代

的な
都市

化
整
備を

目
指し

た
も
ので

は
な

く 、
美しい
ふ
る
さ

と
、

心
のふ

る
さ

とづ
くり
を目
指し

た
も
ので
す。

こ
の館で

、
交
流
事業を
図

り
、

ま

た
、

あらゆる芸
術

文化にふ
れるこ

と
で
感
性を
高め

、こ
こ
ろ
豊

かな
人

づ
くり

から、
美

しい
まちづ

くりへ

の
気速が
高まり

、
自
然

と
調和

し
た

せせらぎコンサ ト

生
活環境づ

くり・
文化
の香る

まち

づ
くり
を展
開してい

き、
活力と
潤

い
のある

まちづ
くり
を目
指してい

きま
す。

また、ふ
る
さ

と
の風
景・

自
然・
生
活・

文化を
楽しめ
る
心
の

豊かな
人づ
くり
を
行わ

な
ければ
美

しい
ふ
るさと

、
やすらぎ
のある心

のふ
る
さ

とづ
くりは

完成し
ない

と

思っ
てい

ま
す。

ハイドン ー フィル} \ーモ二一管弦楽団1 1  
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すえ

言念

@ 

ま

ち

づ

く

け

専

務

理

事

藤
原

油開

繍

級

鎮

の

臨時

備

を

盆

き

e@

財

団

法

人

鉄

の

歴

史

村

地

織

振

興

事

業

団

一
.

地
域
政
策
の
時
代

「
地
方
の
時
代」
と
い
う
言
葉
は、

当
時
地
方
に
住
む
人
速
に
と
っ
て
非
常

に
勇
気
を
与
え
た
言
葉
で
あ
っ
た。

し
か
し
こ
の
時
代
に
は、
中
央
政
府

の
地
方
行
政
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

は
で
き
た
が、
肝
心
の
地
方
行
政
の
積

極
的
な
対
応
は
極
め
て
少
な
か
っ
た。

つ
ま
り、
政
府
の
地
方
行
政
へ
の
支

援
の
高
ま
り
に
期
待
し、
や
が
て
地
方

の
時
代
が
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
期

待
感
だ
け
に
終
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い。

そ
し
て
地
方
の
人
口
は、
ま
す
ま
す

流
出
し、
皮
肉
に
も一
極
集
中
化
が
進

行
す
る
中
で
「
都
市
の
時
代」
を
迎
え、

地
方
の
活
力
は
低
下
し
て
い
っ
た。

こ
の
よ
う
な
危
機
感
か
ら、
地
域
に

お
い
て
は
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
遠
の
手
に

よ
る
「
地
域
づ
く
り」
へ
の
取
り
組
み

が
始
ま
り、
そ
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て

活
力
を
回
復
し
た
地
域
も
現
れ
て
き
た。

こ
こ
に
き
て「
地
方
分
権」
と
か
「
規

制
緩
和」
と
い
っ
た
地
域
に
と
っ
て
非

常
に
好
ま
し
い
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て

き
た。
こ
れ
は、
地
方
自
ら
が、
政
策

を
も
っ
て、
地
方
行
政
を
遂
行
し
て
い

く
為
の
環
境
が
生
れ
て
き
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る。

地
方
は、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
今
度
こ

そ
有
効
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い。
し
か
し、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ

て
く
る
の
が、
地
方
に
お
け
る
政
策
立

案
能
力
で
あ
り、
こ
れ
を
実
行
し
て
い

く
行
政
能
力
で
あ
る。

二.

総
合
政
策
の
必
要
性

様
々
な
政
策
決
定
に
政

治
や
経
済
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
多
く、

こ
こ
に
き
て
い
ろ
い
ろ
な
歪
み
を
つ

く
っ
て
き
て
い
る。
そ
れ
は
人
聞
社
会

の
中
に
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で

育
ま
れ
て
き
た
文
化
の
存
在
が
あ
る
か

ら
で
あ
る。

高
度
化
し
複
雑
化
し
て
い
る
現
代
社

会
に
お
い
て、
人
口
問
題、
環
境
問
題、

都
市
問
題、
地
域
問
題
と
い
っ
た、
様
々

な
政
策
課
題
を
抱
え
て
い
る。
こ
れ
ま

で
は、
政
治
学
か
経
済
学
そ
し
て
法
律

学
な
ど
を
基
盤
と
し
た
「
政
策
科
学」

の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
き

た。
し
か
し
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
し

て
い
く
地
域
社
会
に
あ
っ
て、
こ
れ
に

対
応
し
て
い
く
為
に
は、
人
々
の
生
活

の
中
に
根
づ
い
て
い
る
「
文
化」
へ
の

理
解
が
必
要
と
な
っ
て
く
る。

こ
れ
ま
で、

そ
こ
で、

風
俗
や
習
慣、

宗
教
や
芸
術、

そ
し
て
現
代

の
生
活
株
式

等
も
視
野
に

入
れ
た
「
文
化
科
学」
の
存
在
が
重
要

と
な
っ
て
く
る。
つ
ま
り、「
地
域
研
究」

や
そ
の
文
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
比

較
文
化」、
そ
し
て
政
策
課
題
を
文
化

的
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る

「
政
策
文
化」
等
の
観
点
か
ら、
政
策

を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
の
必
要

性
で
あ
る。

そ
し
て、
何
よ
り
も
こ
の
「
政
策
科

学」
と
「
文
化
科
学」
と
の
総
合
性
が

必
要
で
あ
り、
こ
れ
は、
政
策
と
文
化

の
融
合
に
よ
っ
て
新
し
い
政
策
的
価
値

を
創
り
出
し
て
い
く
行
為
で
あ
る。
そ

し
て
情
報
の
収
集
や、
交
流
活
動
に

よ
っ
て
具
体
的
な
企
画
や
行
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る。

三.

地
域
文
化
の
持
つ
意
味

地
減
に
は、
そ
の
自
然
条
件
か
ら
生

れ
た
産
業
が
あ
り、
そ
こ
で
生
活
し
て

い
く
為
の
知
恵
が
あ
る。
こ
の
様
な
地

域
の
歴
史
は、
集
積
さ
れ
て
固
有
の
文

化
を
形
成
し
て
い
た。
そ
の
技
術
の
歴

史
や
産
業
の
歴
史
は、
地
域
の
土
地
の

も
つ
力
を
人
間
社
会
に
と
っ
て、
有
用

な
も
の
を
引
き
出
し
て
き
た
歴
史
で
も

議謡



あ
る。
し
た
が
っ
て、
地
域
に
お
け
る

歴
史
や
文
化
の
存
在
は、
こ
れ
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
恵
の
源

と
す
る
こ
と
が
で
き
る。

こ
れ
を
具
体
的
に
考
え
て
い
く
場
が 、

地
域
の
博
物
館
で
あ
る。
地
域
の
固
有

の
産
業
の
歴
史
や
文
化
の
歴
史
を
正
し

く
保
存
し、
正
し
く
公
開
し
て
い
く

博

物
館
事
業
は、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
学
術

研
究
事
業
に
よ
っ
て「
土
地
の
持
つ
力L

を
発
見
し、
そ
の
価
値
を
高
め
て
い
く

活
動
の
場
と
な
る
か
ら
で
あ
る。

こ
の
様
に、
地
域
の
も
つ
歴
史
や
文

化
の
誇
り
を
過
去
に
向
っ
て
見
る
の
で

は
な
く、
未
来
に
向
っ
て
ど
う
機
能
さ

せ
て
い
く
か
と
い
っ
た
方
向
か
ら
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る。
つ
ま
り、

現
代
的
意
味
を
追
求
し
て
い
く

事
こ
そ 、

地
域
の
持
つ
力
を
活
用
し
た
計
画
づ
く

り
で
あ
り、
文
化
を
通
し
て
考
え
て
い

く
政
策
づ
く

り
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
る。

四.

地
域
産
業
政
策
を
考
え
る

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
っ
て
企
業

実
績
が
著
し
く

低
迷
す
る
と
共
に、
失

業
者
が
増
加
し、
新
卒
者
の
求
人
も
大

幅
に
落
ち
こ
ん
で
き
て
い
る。

議議議機緩綴幾綴畿銀鱗繍療機綴緩幾畿務機襲襲機審議闘機談d念機密騒選議

し
た

F燃可

が
っ
て
都
市
に
お
け
る
雇
用
能
力
も 、

人
口
を
支
え
る
求
心
力
も
低
下
し
て
き

て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る。

現
在 、
日
本
の
経
済
秩
序
が
模
索
さ

れ
て
い
る
時
で
あ
り、
今
の
不
況
も
こ

れ
を
日
本
経
済
の
実
際
の
力
と
し
て
見

て
お
く
方
が
正
し
い
見
方
だ
と
思
え
る。

都
市
の

雇用
能
力
の
低
下
は、
地
方

で
の
人
材
確
保
に
好
影
響
を
与
え
る
現

象
で
あ
る
が、
こ
こ
で
重
要
な
事
は
地

方
に
そ
の
受
け
皿
が
あ
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る。

地
域
の
産
業
が
雇
用
を
支
え
て
い
く

為
に
は、
第一
に
地
場
産
業
の
活
性
化

で
あ
り、
第
二
に
は、
若
者
が
求
め
る

職
種
の
開
発
で
あ
る。
そ
の
為
に
は、

中
小
企
業
の
活
性
化
対
策 、
伝
統
産
業

の
振
興 、
第一
次
産
業
の
ボ
1
ダ
レ
ス

化
に
よ
る
新
事
業
開
発、
地
域
の
土
地

の
力
を
生
か
し
た
文
化
産
業
や、
知
的

産
業
の
開
発、
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ツ
l

リ
ズ
ム
の
様
な
交
流
サ
ー
ビ
ス
事
業
等

の
事
業
展
開
が
考
え
ら
れ
る。
こ
こ
で

も
文
化
の
視
点
を
も
っ
た、
地
域
産
業

政
策
の
レ
ベ
ル
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る。五.

地
域
間
交
流
の
新
し
い
視
点

凋内

余
暇
時
代
を
迎
え
「

余
暇
の
時
代
を

い
か
に
生
き
る
か」
と
い
っ
た
新
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る。

前
日
経
連
の
会
長
で
あ
っ
た
鈴
木
永

二
氏
は、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る。
「
日

本
人
の
多
く
は、
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
言

葉
の
意
味
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る。

そ
れ
は
本
来
自
由
時
間
の
こ
と
で
あ
り、

思
索
の
為
に
費
す
哲
学
的
時
間
を
い
う

の
で
あ
る」
つ
ま
り
余
暇
時
間
は、
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
生
産
的
時
間
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り、

こ
の
こ
と
は
交
流
を
柱
と
し
た
地
域
政

策
に
対
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る。こ
れ
か
ら
の
交
流
事
業
や
地
域
の
観

光
事
業
を
考
え
る
時 、
来
訪
者
が
自
分

自
身
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
旅

を
求
め
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し、
旅
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
的
好
奇
心
を
も

満
足
で
き
る
様
な
交
流
活
動
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る。

例
え
ば 、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ル
フ
ォ
ー

ド
市
に
あ
る
「

コ
l

ル
ブ
ル
ッ
ク
デ
l

ル。
一
大
鉄
産
業
を
誇
っ
た
こ
の
地
は、

産
業
草
命
と
と
も
に
衰
退
し
て
い
っ
た

が、
製
鉄
産
業
の
歴
史
を
保
存
し
よ
う

と
始
め
ら
れ
た
調
査
活
動
や
保
存
事
業

は
「

産
業
考
古
学」
と
い
っ
た
学
問
を

生
み
出
し
た。
現
在
で
は、
大
学
の
専

門
コ
l

ス
が
設
け
ら
れ、
こ
の
近
代
の

歴
史
の
解
明
と
保
存
活
動
の
功
績
に

よ
っ
て、
今
で
は
外
貨
獲
得
四
番
目
の

観
光
地
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る。

技
術
史
・

思
想
史
学
者
の
飯
田
賢一

氏
は、
こ
の
様
な
活
動
の
発
展
的
な
考

え
方
を
「
レ
ジ
ャ
ー

施
設
と
歴
史、
文

化
遺
産 、
記
念
物
の
共
存
は
可
能
で
あ

り、
共
有
す
る
こ
と
で
質
の
高
い
観
光

地
と
し
て
利
用
で
き
る」
と
述
べ
て
い

る。
ま
た
中
沢
新
一
氏
は
寸

神
話
や
民

話
は
土
地
と
共
に
語
ら
れ
る
も
の
で
あ

り、
そ
の
土
地
に
た
っ
て
初
め
て
そ
の

意
味
が
わ
か
り、
お
そ
れ
さ
え
も
感
じ

る」
と
述
べ
て
い
る。

そ
の
土
地
の
も
っ
て
い
る
寸

場」
が

来
訪
者
の
五
感
か
ら
情
報
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
の
様
な「
知

的
観
光
地」
は、
そ
の
土
地
の
地
霊
と

も
い
え
る
力
を
生
か
し、
新
し
い
展
開

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る。

こ
こ
で
も
文
化
政
策
の
レ
ベ
ル
が
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る。
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阿
蘇
外輪山

に
源を
発し

た一
滴
の

水は、
集ま

り
合っ
て
流れ
を
作り、

やが
て
筑後川

と
なっ
て
有
明海を
目

指す
百四
十三回
の旅に
出る。

こ
の九
州一
の大
河
「

筑
後川」
の

河口
に
開けた町

が
諸富町

で
ある。

佐賀県
の東南部に
位
置し、
東は

筑後川
を隔て
て
福
岡県
の大川

市と

隣接する
人口一
万二
千六
百人 、
総

面
積
二一
・O二凶

の小さ
な
町

で
あ

る。
有明
海
の
沖
積層か

ら
なる
豊か

な土
壌は

県下で
も
有数
の穀倉地
帯

と
し
て、
かつ
て
佐賀県が
米
作り
日

本一
で
あっ
たこ
ろ
の中
核的産地
を

成
し、
ま
た、
海上
流
通
の拠
点と

し

て
港町
の賑わい
を
見せ
てい

た
所で

も
あっ
た。

米麦を
中
心と
する
農

業と
有明
淘
の海
苔養殖

漁業
が
支え
てい

た
町
の

産業
も、
昭
和三
十

年
に
筑後川
の諸

富
橋と
大川
橋
の開通によ

り、
大
川

市
の伝
統
的産
業で

ある
家
具製
造工

場が町
内に
進
出

し、
今では
関
連工

場を
含め
て
七十
社
余り

が
操業
する

家
具
の産地と

な
り、
以
前から

あっ

た
味
の素九
州工
場と
併せ
て
製造
の

町へ
と
変
貌を
遂げてい
る。

じよふ〈

皆さんは
徐
福と
言う人
物をご
存

じで
あ
ろ

うか。

時は二
千三
百年
前に
湖る。
その

こ
ろ
の日
本は
縄

文
時
代から
弥生

時

代へ
の過
渡
期
を迎え
てい

た頃で
あ

る
が、
大
陸

で
は
大
変

動の
時
代

で

あっ
た。
春
秋
戦国時
代が
終わ

り、

秦
の始皇
帝が
初め
て
中
国を
統一

し、

巨大な
帝
国
を
創

り上げた。

始皇
帝は、
無
類
の権力を
背
景に

栄耀栄
華を
尽くし
てい

た
も
の
の、

やが
て
訪れ
る
老い

と死に
恐れお
の

のき、
全土

に
「

不
老不死
の霊
薬を

探し
求め
る
よ

う
」
命を発し

た。
こ

のころ
湾
の国
の
方士
〔
神仙
の道術

者〕
であっ
た
徐福は、
蓬

莱
の国〔日
本〕

に
仙薬が

ある
と
始皇
帝に
奏上

し、

大い
に
喜ん
だ
始
皇
帝は
童

男
童
女三
千人

と
百工
〔
技術
者〕 、

五
穀
の種を
徐福に
与え
仙
薬を
求め

さ
せ

たも
の
の、
徐
福は
平原
広沢を

得て
王と

なり
帰らなかっ

た。

こ
のこ

とは、
中
国
の正
史で、
高

い
信
想
性
を
持つ
司
馬
選
の
書い

た

『史
記』

に
記述され
てい
る。

前
置きが
長く

なっ
た
が、

わ
が
町

には、
古
くか

らこ
の徐福船
団が上

陸を
し
たと
言う説が、
語り
継が

れ

て
お
り、

そ
の遺
構と
言わ

れ
る
場所

も
存在してい
る。
そ

し
て、
こ
の史

実と
も
伝説と

もつ
か

ない
徐
福
物語

こそ
が、
町 ョつ
くり

に
大

きな
インパ

クト
を
与え

た
ので

ある。

平
成元年、
〆

『ふ
る
さ

と
国

創生
事業』

が
発
表さ

れ

た
時、
若
手 、

職
員二一
名

で
構成す
る

『ふ
る
さ

と

創生
検討
委員

会』
は、
行政
職
員や

住
民から
の数

ある
提言
の中

から徐

福
伝説を
取り上げた。
こ
の渡来
集

団の勇
気とロマ
ン、
それに
加え
て

稲作や金
属 、
建

設、
医療等
の高い

技術
文明を
もっ
た
当時
のハ
イテ
ク

集
団が、
九
州に
住みつ

き、
集落を

形成
し
農耕を

始め
たことは、
弥生

の日
本に
衝
撃的

な
文
化革命を

も
た

らしたであろ
うこと

を、
まちづ

く

りに
活かさ
ない
手は

ない
と
考え

た

のである。
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こ
れこそ
が
正

に
「ふ

るさとL
の

原点で
ある
と
位
置づ
け 、
徐福上
陸

の地である
こ
の町か

ら
『地

球村ふ

る
さ

と
宣言』
を
全
国に
向けて
発信

することと
し
た。

『
地
球
村
ふ
る
さ
と
宣
言』

一
、

ふ
る
さ
と
の
ぬ
く
も
り
を
大
切
に

お
も
い
や
り
の
心
を
育
て
よ
う 。

一
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
や
文
化

を
大
切
に
未
来
ヘ
確
か
に
伝
え
よ

、
つ 。

一
、

ふ
る
さ
と
を
知
り 、

誇
り
に
思
う

心
を
育
て
国
際
社
会
を
築
く
も
と

に
な
ろ
う 。

町づ
くり
事業
の展開は
こ
のふ
る



さと
宣
言に
始ま

り
、全

国
の小学生

から
募
集

した
各地
のふ
る
さと
の絵

を
陶板に

し
て

、
佐賀
環

状自
転車道

(
総延
長田十四川

、諸
富町
内は

三加

で
徐福サ
イクルロ
l
ドと

命名さ
れ

た。)
沿
線

に
永
久的

に
展
示
し
未
来

に
残
す
「全

国ふ
る
さ
と
ち
びっ
こ

ギャ
ラリー
整
備工事」
を

完成。
平

成三
年八
月には

「全国ふ
る
さと
の

絵」
コ
ン
クール
入選
者と
そ
の家族

を、
北は
北
海道から
南は
沖純ま

で

余すこ
とな
く
我が
町に
招き
「アー

ス
チャ
イル
ドフエ
ス
タL
を
盛大に

開
催する
ことが

で
きた。

こ
の時
の

記
録は
百
八
十
七ペ
ー

ジ
に
及ぶ
カ

ラl
写真
集に
編纂し

、全
国
の小学

校や
自
治体に
配
布した。

今では
中
学生

や
高
校生に

なっ
た

子
供
達が

、
やが
て
恋人

や
幼子
を
連

れ
てこ
のギャ
ラリー
を
訪れ

、
自
分

の健か
な
成
長とふ
るさと
のぬ
く

も

り
を
感じ
て

欲しい。
そ

し
て、
未来

に
語り
継い

でくれ
た
ら

と願っ
てい

るこ
の他に

も、
当時

、
提
言した
町

づ
く

り
のハl
ド

部門は
、七つ

の施

設
整
備建

設を
目
標と

し
て

設
定した。

そ
の中で

も、
昭
和
十年に
鉄道
橋

と
し
て
架橋さ

れた
、

動く
橋と

して

は
東洋一と
言われ
る
『筑

後川
昇開

橋』
を
鉄道廃止を

機に
歩
道
橋と

し

て
再整
備
する
計画は

、
平成五
年
度

から七
年
度
の完成
を目
標に
着手

し、

近
代的土
木
造産
の保
護と
有
明海 、

筑
後川と
併せ
た
観
光
資
源と

して
の

活用を
考えてい
る。

余談に
なる
が、
動く
橋が
縁で
愛

媛
県
の長浜町と

も
交
流
の緋を結ぶ

こ
と

が
で
き、
今年
の秋には
長浜で

聞かれる
「

動く
橋サミy
ト

」に
も

参加
し

、交流
をさら

に
深めた

いと

思っ
てい
る。

また
、

点と
なる こ

れ
に
先立
ち

、産業
の拠

『産業
振
興

会
館』

が
平
成

二
年
度に
完

成。
徐福サ

イクルロ
ー

ド
から
筑
後

川
昇開
橋に

ア
プロ
ー

チ

筑後川
昇開橋

する
『鉄

橋
展望
公
園』

度に
完成を
見た。

残る
施

設
のうち 、

文
化
体育
館は

平
成六

年
度
着工 、
七年
度
の

完成を

予定してい
る。
更に、
未だ
着手
の

目
処が
立たない

も
のの、

平
野
部で

は
珍しいと
さ

れ大
陸と
の交
易を
証

明する
第一
級
の埋蔵品

が出
土

し
た
『石塚

古
墳

公
園』
整
備 、『歴
史
民

族
資
料
館』
の建

設、そ

して
徐福
の足跡
を
偲ぴ

未来へ
と
結ぶ
『歴

史
夢

公園』
の

完成を
もっ
て

、

我が町
のふ
る
さと
創生

事業
の第一
楽
章が
終わ

る。

も平
成四
年

徐福に
因ん
だ

お
菓子

や
漬
物
等
の新

しい
産品が誕生

してい
る。

現
在 、
全国
の自
治体がそ

れぞれ

の個性を
活かしたユニ
ー

クな
ま
ち

づ
く

り
を
進め
てい
る
中

で
「

我が町

の取り
組みは
こ

れ
でい
い
のか」と

、

ス
タッ
フ
の一
人とし
て
自
問自
答す

ソ
フ
ト

事業も
『諸

富

川ま
ちづ
く

り
活
性化
促

進
基金』
を

設
置し、
人

材
育成、
イベ
ン
ト

実施 、

の誘導を
促してい
る。
中で

も
中
国

の徐福村には
毎年
町民
の
希望者を

派遣し
、

徐福
村からも
徐
福七
十
代

目
の子
孫が
来
町
する
等交流
を
深め

てい
る。こ

う
した
交流
の中

から「
龍

踊り
」の創
作 、「
徐福朝市
」の開
設 、

民間
活
力

る
日々

である
が

、機会あれば
皆さ

ん
に
来町いただ

き、ご
批
評とご
指

導をい
ただ

きたいと願っ
てい
る。

諸
富町
役場

|Illi---

佐
賀県
佐
賀郡諸
富町

諸
富津一
一一

O
九五二(四
七)一
二

三
一
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私
た

ち
秋桜塾は

、
昭
和六
十三

年

九
月十八

日、
県
の施
策(生

活文化

若
者塾)

と
して
伊予三
島市

に
誕生

しま
し
た。
若い
女
性だけ
の塾は

県

下
唯

一。
あ

く
まで
も自
然
体で
「お

酒落で
さ

り
気なく

、
女
性
の感性と

視
点を

活か
し
たソ
フ
ト

なま
ち cつ
く

り
を:じ
をモッ
トー

に
、コ

ン
サー

ト
活
動をメ

インに
進め
るこ

と
に
な

灼tま
・しれ~。

ちょ
うど
そ
の頃 、
伊
予三
島市で

は
平
成二
年
から

「ゆ
かい
なまちづ

く
り
事
業
」と
称して

、
文
化イベ

ン

ト
開
催事業(一
千万円)
を
予
算化

する
こ

とと
な
り

、
秋
桜塾
の活

動を

支
援

して
く

れるこ
と
に
なり
ま
し
た。

平
成二
年七
月二
十八
日、
秋
桜音

楽
祭と
称し
「世良公

則ロッ
クコ
ン

サー
ト」
を主
催し

た
ので

し
た。
右

も
左

も
分

から
ない
私た
ちが

一
致
団

伊予三島市

青木 美津代

種 チ り 結団 ラ か
体 シ ら ポ
例 配 街 ス

会り 頭 タ
に 、 で l
j社 各 の 張

い
て
のPR

など
、

力いっ
ぱ

い
活

動し
たイベ

ントで
し

た。
お
陰さ

まで
伊
予三
島市民

会
館

は
満員、
舞台も

会
場

も
熱気でム
ン

ム
ン。
失敗も
数

多く
ありま
し
たが

、

みん
な
忘れ
て

し
ま
うほ

ど
酔い

しれ

てい
ま
し
た。

こ
のコ
ンサー
ト

が
起爆剤と

な
り

一ヵ
月後

、J一小次郎
の野
外コ
ンサー

ト
」を
共
催 、
続い
て

年
末には
「

山

形由
美フルー
トコ
ン
サー
ト

」を
主

催し
、あっ

とい
う聞に一
年
が
過ぎ

て
しまい
ま
し
た。

塾
生

も
幾
分
慣れ
て

き
た二
年
目

、

「
今度は
誰を
呼ん
で
くれ
る
の:」

とい
う市民
の
熱
烈な
声に

、ま
たま

た私た
ちは
燃え

た
ので
す。
そ

して
、

人
気上昇
中だっ

た
「K

A
N

」を
呼

ぶ
こ

と
がで
きた
ので
す。

たち
ま
ち

チケッ
トは

売り
切れ
て

しまい
ま
し

た。し
かし、嬉しい
悲鳴と

と
もにご」

れでい
い
のかな・:
」と

い
う疑問も

湧い
て

き
た
ので
す。「
手
作

り
のコ

ン
サ
ー
ト

が
し
たい」

、
賛
沢

な
こ

と

だ
と
思
わ

れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん

が

「
もっ
と
和
気あい

あい
と
し
た
塾生

のア
イデア

が生
かせ
られ

るよ
うな

、

そん
なコ

ン
サー
ト

が
し
たい
」。

誰
も
がK

A
N
のコ
ンサー
ト

のあ

と
感じ

たことで
し
た。
スタ
l
「K

A
N」

、
話
を
す
る
こ

と
も
近
寄
る
事

もで
きず

、アy
とい
う聞にこ
のコ

ン
サー
ト

が
終わっ
て

しまっ
た
から

な
ので
す。
こ
の時ほ
ど
虚しさ
を
感

じたこ
とは
な
かっ
たよ
うに
思い

ま

す。突
然 、
知人

から
寸

水
森亜土
のJ

A
Z
Z
を

しません
かL
とい
う
話が

舞い
込
ん
で

き
ま
し
た。「漫
画
家
の

亜
土
ちゃ
ん

がJAZ
Z
を
歌、つん
で

す
か

?
」、
失
礼

な
事
を
言っ
て

し
ま

い
ま
し
たが

、
全
員
乗り
気に

なっ
た

のは一言う
まで
もあ
り
ません。
そ

し

てつ
い
に

、
塾生に
よるア
イ

デア
を

いっ
ぱ

い
詰
め
込ん
だ
手
作

りコ
ン

サー
ト
を開
催し

た
ので
す。

寸
水
森亜
土T
A
LK
ア
ン
ド
JA

Z
ZL
、

イ
ラ
ス
ト

(
ま
ん

が)
を
即

興で
書き、ジャズ
を
楽

し
く
歌い

、

トークで
笑い
を、
そ

して
塾生は
会

員タ
キシー

ドを
着て
正装し

、
会
場

では
「世

界カ
クテル
競技大

会
」で

優
勝
さ

れ
た
森
さ
ん

に
カ
ク
テ
ル
を

作っ
てもらい

ま
し
た。
出演者もお

客さ
まも
塾生

も
一
緒に
楽しん
だお

泊落なイベ
ント
を
企画

、主
催する

こと
がで
きた
ので
す。

そ
の後、

平成四
年
十

月「jlW

A
LKコ
ンサー
ト」

主
催 、十一

月
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「
加藤

いづ
み
T
A
L
K
N
I
G
H

T
」、
そ

し
て
昨
年は
「ウィ
ン
ナ|

'しれ~。
カ
ンマ
lソ
リ
ステ
ン
」を主
催し

ま

こ
の四

年
間い
ろん

なこ
と
にぶつ

かり
なが
ら、
それで

も自
分たち

が

ま
ず
楽しみ

、
そ

してそ
の楽しさ
を

市
民
の人
達に

も
味わっ
て

もらお
う

とい
う趣旨で
続
けて

きま

した。平成六年
、

伊
予三
島市

は
市政四
十周

年
、

開港二

十五
周年を
迎え

ま
し
た。

今年
の夏 、
私たちは

ま
た

ま
た熱く
燃え

ま
す。

次回は
、

新宮村
の脇
斗

志也さん
に
お
願い

しま
す。
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編
入
館副
治
動mh

組雪
組側
む
て

宇和島市内よ
り
車で
海
岸
線を
通

り
、三

十
分
程走れば
私
の住ん

でい

る
下
波に
着きま
す

。
山々
のみ

かん

州は
、

春には
み

かん
の花
の香り

に

包ま
れ

、
秋には
み

かん
、

伊
予
柑が

色づ
き 、
山一
而が
黄金色

に
締
きま

す。
そして

、
取り入れ

が
済むと

、

もと
の静けさ

に一戻り
、お

正月
を
迎

えま
す。
海は
真珠
のい

かだ
や

、鯛

やハ
マ
チ
の養殖い
け
す

が
湾内狭し

と
並べ
られ

、海
の幸 、
山
の
幸に
恵

まれ
たと
て
もよい
所で
す。

農
協
の人達
の依頼で

、
婦人
部
の

役員を
引き
受
けま

して五
年に
なり

ま
す

。
そ
の聞には

、
本当に
多く
の

方々
にお

世
話に

なり
、

また
、た

く

さん
の人
達と
の出
会い

に
恵まれ

た

お
かげで

、
多く
の事を
学ぶ
こと

が

で
きま

し
た。役員を

引き
受け

な
かっ
た

ら
、

宇和海に
浮かぶ
日
振
島 、
戸島 、

もし
、

嘉島な
ど
の島々
も 、
そこ

に
暮ら
す

人々
も
知ら
ずに
終っ

たと
思い
ま
す

が、日
振
島 、
戸
島
の自然
の美し
さ

や
人
情
味

あふ
れる

島
の人達に
接す

る
こと

が
で

きたことを
嬉し
く
思っ

てい
ま
す

。

私達
の婦人
部

活
動も混住化・
高

齢
化
等
の生
活
のニ
lズ

をとら
え
て

、

女
性

なら
では
の立
場と
感
性を生

か

して
、

地
域
の
条件に
合っ

た
活

動を

してい
く

事
が
大
切だと
思い
ま
す。

私
達
の
身近な
活

動と
しま
して

、

家族
の健
康を{寸る

ため
の健
康
診断

を
納め

た
り

、
よ

りよい
環境を
守る

為
の
学習

活
動を
してい
ま
す。
こ

れ

か
ら
も 、
安心

して
老後を送れ
る
様

な
地
域づ
くり
を
考えたい
も
ので
す。

「子
供叱る
な
来た道じゃ

、
年
寄

り
笑う

な
行
く道じゃ

」とい
わ

れ
ま

す
様に

、
私
達も
通っ
て
来

た
道 。
そ

して
、

今
から
通る
道な
ので
す。
健

康な
時
からお
年
寄りと婦人
部が

一

緒に
なっ
て

、

老人
介護
の
学

習会な
ど
のよ

うなふ
れ
あい

の場を
持つ
こ

と
が
で

きれば
、

お
年
寄り
の気

持も
分か

り
、

ま
た

、
接する

事によっ
てい

たわ
り
の気持

も生
れて

くる
こ
とでしょ

う。
親が

そ
の様な
気持でい

れば
、

必
ず子供

も
そ
の姿を見て
考えて
くれ
る
ので

は
ない
かと
思い
ま
す。
そ

うするこ

と
で

、
家
庭

からさ
らには

、
地域へ

と
ふ

れ
あい
の
輸

が
広

が
る
こ
と
を

願っ
て

お
り

ま
す。
「

親
の

う
しろ
姿

を
見て
子供は
育つ
」とい
わ

れ
ます。

子
供
に
恥じない
行

動を
取り

たい
も

ので
す。

私達
の
活

動を一
つ
紹
介しま
す。

毎年九
月に
呉
服
の展

示会が
あ
りま
す。
売る

ば
かり
で
な

く、
着る

機

会を
作っ
ては
と
始め
ま

し
た
のが
「着物パ
1テ

宇和島市

福田 利子

ん目さ番
目

で、
今年

で二
回目

三

福

毘
にな
ります。八
十
数
名の

干勾ノ前

方々
に
参加してい

ただき

まし
た。
着
物とい
えば

、

す
ぜい

た
くで
非活

動的と思

日
われます

が
、こ

の日ば
か

一
さ

りは
日
頃
の忙し
さ
も忘れ

、

イ皆
一7m

お
しと
や

か
な
女性に
変
身

一立口パ
支

です。

物

波

着
下

着
物
のむ

し
干し

にもな

りま
すし、どれ
を着ょ

う

かと
あれ

こ
れ
取り
出

して
、選択に

頭を
悩ま
す
のも楽しい一
時で
す。

着
物
姿は
よい
も
ので
す。
華や

か

な
中

に
も落着い

た
雰囲気で

、
抹
茶

を
点て
て
のテー
ブルパ
ー

ティ
ー

で

す。
着る

機会が
少な
くなっ

た今 、こ

の様な
活

動を
通

して
多く
の
方が
着

物を
着てい

ただ
くこ
とを
望み
ます。

細や
かな
活
動では
ありますが

、

こ
れ
から

も
ずっ
と
続くことを願っ

てい
ま
す。

次回は
、

城辺

町
に
お
住まい
の

間口
千代子さん

に
お願い
します。

イ
L 
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松

山

市

三好
通
Og 

史
跡
と
温
泉
の
町
久
米

久
米地
区は

、松
山市
の東部に
位

置し
、国

道日
号線

や
伊予鉄
横河原

線が通り
、

交通至
便なとこ
ろと

し

て
古く

か
ら
発展し
て

きま
し
た。
数

年後には
、四

国
横
断
自

動車道
のI

Cへ
のア
クセス
道と

な
る

松
山
外環

状線と
国
道日
号線
の結節点と

も
な

り、さ
らに
広域
交
通
の要
所と

なる

地
域

でありま
す。

ま
た、
地
区には三ヶ
所
の温
泉が

湧出し
、

豊
富な
史蹟・

文化に
も恵

まれ
、ため

池や
泉な
ど

も
多く

、
昔

か
ら
清
水と
の関わ

り
の深い
地
区で

、

浄土
寺

や
来
住廃
寺跡・
山田
池など

は
公
園と

し
て整
備が
進ん

でい
ま
す。

現
在人口は
約二
万五
千人で

、
近

年
宅地
開発によ

り人口
が
急増し
て

い
る
地
区で

あり
ま
す。

素
晴
ら
し

い
風
土
を
次
代
に
伝
え
た
い

薄れつ
つ

ある
地
域
社会へ
の関
心

と
住
民
相互
のコ
ミュ
ニ
ケー
ショ
ン

を
回
復し

、生
きがい

を
感じる
こ

と

ので
きる
ま
ちづ
く

り
を
進め
るとと

も
に

、「
ゆ

と
り・
や
す

ら
ぎ・

う
る

お
い」
が
持てる
地
域
社会を
築い
て

い
く

ため、
「

今 、
私

た
ち
住
民は
何

を
すべ

き
か?
今 、ふ
る
さ

と
久米

の
活性化に
必
要な

も
のは
何か
?」

を
常に
住民に
問い

か
け 、
議論し

、

そ
の結果を

もと
に
次
のよ

うな
取り

組み
を
行うこ

と
に
しま
し
た。

一 、
「

ふ
れ
あ
い→
0
2Z
久
米」
の

発
行

地
域
の情
報を
住民に
伝え

、地
域

へ
の理
解と
関心を
高め
る

ため
、

平

成三
年
十

月よ
り、

久
米地
区
情
報誌

「ふ
れ
あ
い吋O
ぎZ
久
米
」を
毎

月

九
千
部発
行し

、
すで

に
第二
十
九
号

と
な
り

、
大

き
な
成果を上
げてい

ま

す。二 、
久
米
芸
能
連
の
結
成

暮ら
し
の中に

、
文化
が
息づ
くよ

うな
環境が
必
要で
す。
そこ

で、
久

米地
区をH

芸
能

文化
の里H

に
しよ

うと
声が上

が
り

、
平

成元年四
月に

「
久米芸
能連L
を
結成

し、
芸
能大

会・
演芸

会・
チャ
リティ
1芸

能
祭

など
の発
表

会を
開催する

とと
もに

、

福祉施
設
の慰問
等を
行っ
てい

ま
す。

こ
の活

動を通し
て

、
日
本
の歴
史

や
風土か

ら生ま
れ
た日
本
の心
を知

るこ
と
が
で
きた。
一
方 、
そ

れ
ぞれ

のサー
クル
の特色を

活か
し
合い

な

が
ら、お
互い
を

理
解し
合うこ

と
に

よ
り

、一
層
のH
励みH

が生ま
れ
て

い
ま
す。

三 、
三
輪
田
米
山
展
の
開
催

郷土
の偉

大
な
書
家

h民同調輔圃E

「三
輪田
米

h・・調悶EaE・

hupb買汐V
-E-可i iiJaa'J

t
i-

-同
会
h，

し
、

地域
文

3・関
与
一炉
、

化
の向上

に

4・・司守ォ
轟劃
.

，E圃圃.......
 

，
--i
栓・4・・・・

資する
とと

4
aJMM凶
置

もに
、

作品

izK
M
T、

の良好な
保護保
存を
勧奨する

ため
、

作品
所有
者
の状

況
調
査を
行い

、
作

品を
集め
て
の書展を
開
催し

、
県内

外か
ら
千人を
越
える
参観
者が
訪れ

てくれ
ま
し
た。

しかし、

18  

地
元にある
作品が
約六

百点と
以
外に
少ないこ

と
に
驚い

た

次
第です。

四 、
久
米
郷
土
誌
の
刊
行
と
新
久
米
音

頭
の
制
作

自
分
の生

まれ
たふ
る
さ

と
を
未来

に
残し

、
子供

や
孫たち

に
伝え

、さ

らに
新しく
転入

して
きた方々
に
も、

久米地
区
の歴
史や

文化・
民族な
ど

を
知っ
てい

ただこ
うと

、
郷土
誌を

刊行しま
し
た。

また、すべ
て
の住民がふ
る
さ

と

を
愛し

、
誇り
を
持っ
て

もらえれば

と
、地

元
の方によ
る
作詞・
作曲
の

「
新久米
音頭」が

で
き

あがりました。
今後、

，v
氏
ま
ち εつ
く

り
の象徴と

し

，
蹴

て大い
に
活
用していこ

aa
子
うと
思っ
てい

ます。

V

3
五 、
東
道
後
温
泉
郷
春
ま

司、

つ
り
の
開
催

毎年五
月三

日に
開
催

さ
れる

「
東道
後温泉郷春まつ

り
」

を
地
域
活
性化
の要
の催し
物と

して
、

商
工

会
と
共
催

し
、

住
民

が
一
体と

なっ
て
取り
組ん

でい
ま
す。
親し

ま



画面面画面温園田国国
れ
喜
ば
れ
る
祭
と
し
て、
年
々
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す。
特
に
芸
能
大
会
は、
日

頃
の
生
涯
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て、
芸
の
向
上
と
親
睦
を
図
る
上

で、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す。

六、

久
米
体
育
協
会
の
設
立

住
民
が
元
気
で
長
生
き
が
で
き
る
よ

う
に
と、
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取

り
入
れ、
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に、
体
育
協
会
を
設
立

し
ま
し
た。
種
目
の
拡
大
と
年
齢
や
体

力
に
合
っ
た
指
導
を
行
い、
ス
ポ
ー
ツ

の
広
が
り
は
も
と
よ
り、
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す。

七、

久
米
ま
ち"
つ
く
り
推
進
委
員
会
の

結
成

日
々
の
暮
ら
し
が
安
全・
快
適・
使

利
で、
そ
し
て
健
康
的
に
営
め
る
よ
う

に
生
活
環
境
を
整
備
し、
住
民
の
繁
栄

と
し
あ
わ
せ
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め、
「
久
米
ま
ちさつ
く
り
推
進
委
員
会」

を
結
成
し、
様
々
な
住
民
運
動
を
進
め

て
い
ま
す。

こ
れ
は、
町
内
会・
土
地
改
良
区・

商
工
会
等、
地
区
内
の
す
べ
て
の
団
体

を
束
ね
た
組
織
で、
そ
れ
ぞ
れ
に
要
求

や
課
題
を
出
し
合
い、
み
ん
な
で
考
え、

み
ん
な
で
ま
と
め
て
行
動
し、
課
題
解

決
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
お

り、
平
成
五
年
七
月
の
総
会
で
次
の
計

画
を
承
認
し
ま
し
た。

-
〈
事
業
計
画〉

Illi----

ァ.
東
部
副
都
心
構
想
の
推
進

ィ.
久
米
商
店
街
の
近
代
化
と
用

途
地
域
の
検
討
に
伴
う
特
別

委
員
会
の
設
置
と
先
進
地
視

察

ゥ.
交
通
網
の
整
備
と
道
路
計
画、

交
差
点
の
改
良

芸
能
文
化
の
里
と
し
て
の
文

化
施
設
建
設
運
動
の
推
進

コニ

〈
活
動
内
容〉

H
5
・
7
・
お

山
口
県
阿
知
須
町
の
施
設、
及

び
シ
ス
テ
ム
を
視
察
調
査

H
5
・
8
・
日

久
米
商
店
街
環
境
整
備
特
別
委

員
会
で
答
申
内
容
の
協
議
と
臨

時
総
会
開
催
の
決
議

H
5
・
8
・
叩

臨
時
総
会
の
開
催

H
5・
日
・
口

松
山
市
に、
「
久
米
生
活
文
化

セ
ン
タ
ー
構
想」
の
陳
情

1・
)

つ臼

ワ臼

下A
E、

1i

?“

「
久
米
ま
ち
づ
く
り
有
限
会
社」

設
立
総
会
の
開
催

-A-
}

ヮ“

ヮt

EA
t-、

1ょ

っム

「
久
米
ま
ち
づ
く
り
有
限
会
社」

を
登
記

H
P0
・
2・
2

中
小
企
業
事
業
団
商
店
街
シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
松
本
進
氏
に

「
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る

久
米
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
構

想」
に
つ
い
て
の
指
導

H
5
・
2・
8
1
9

中
小
企
業
大
学
広
島
校
で

「
こ
れ
か
ら
の
街ョつ
く
り
に
つ

い
てL
研
修
に
参
加

しあオうせって り久米地区大会

久米地lズ ニ:能 文化のつ どい恥 !??' ケ 1 I 

今
後
と
も、
久
米
地
区
の
発
展
を
願

い、
H
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ちμ
づ
く

り
の
た
め、
前
向
き
に
取
り
組
み、
常

に
問
題
意
識
と
希
望
を
持
っ
て、
久
米

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
遇
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す。

1 9  
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大三島町越智幸博・万里子

-はじめに
昨年、
十二
月二
十八
日(日
本テ

レビ
四
十周

年
記念
事業)

に
全
国
放

映さ
れ
た「
鶴
航伝
奇」をご
覧に

なっ

たでしょ
うか。
そ
の余韻を胸に、

大
山
祇
神社と
美術
館で
有名な
国
宝

とロ
マ
ン
の
由一向 、
大三
島町

に、
文化

活
動を主
にコ

ミュ
ニ
ティ

活
動に
取

り
組ん

で
お
られ
る
越智
幸博・
万里

子ご
夫妻を
訪ね

た。

ま
ちづ
く

り
のベ
lスと

なる「人
」

が、
地
域
の中

で
ど
のよ

うな
活
動や

生
き
方を
するこ

と
が
必
要と
さ

れ
て

い
る
のか、
今回から
新しく

設
け

た

「地
域
を生きる
」とい

うコ
ー

ナー

で、
寸

人」
に
スポッ
ト
を

あ
て、
地

域
で
の生き
方
のベ
l

スを
探るこ

と

シ」
1レ
土品
'しれ~ 。

Aマ

帰

郷

:
・

越智
幸博さんは、
大三
島町
野々

江地
区出
身で、
今
治や松山で生
活

の後 、
大
阪で自

動車部品
会社を
経

で、
グ
ラウ
ン
ドにはゴ
ミ

が
散ら

か

り、
不用に

なっ
た電
柱が
放
置さ

れ

てい
る
のを
見て、

と
て

も
寂しい
思

い
が
し
たそうで
ある。

ま
た、

こ
の学校には、
個人
的な

思い
入れ

が
あるそうで

「
明治八

年

の創
設時には、
先祖が地
区
の総
代

を
して
お
り、

自
分も昭和
十八年

か

ら三年
問 、
通学し

たとい
うこ
と
も

あ
り、
懐かしさ
の中に

も
鮮明な思

い
出が
残っ
てい
る。
こ
のよ

うな思

い
もあっ
て、
こ
のま

ま
放つては
置

け
ない
と、
地
区
の中でお
互い
の思

い
や
考え
方を
語り
合

うこ
と
か
ら始

め
た。
そ
の折 、
教
育

委員
会で
花づ
く

り
教

室が
展

開さ
れ
てい

た

ため、
レ
ンガ・
花
等

の
資材は
教
育
委員

会

に
頂

き、
作業は
みん

な
手
作り

で
行っ

た。

新しく
で
きた花田

を
見てい
る

と、
自分

営 。
四
十歳で
老後
の計画を
立
て、

昭
和六
十一

年
暮れ

に五
十二
歳で
帰

附され
た。

そ
の理由は、

もと
もと
実家に
弘

法大
師
のお
堂が

あり、
地
区
の
方々

に
お
世話を

し
て
頂い
てい

たが、
そ

の思返
しを
し
たい
とい
う気持ちと、

何かふ
る
さ

と
のため

に
自
分
ので

き

るこ
と

を
し
たい
とい
う
思い

か
ら、

帰郷
する
決意をさ

れ
たそ
うだ 。

ま
た、
大
阪で
知り
合い、
結婚さ

れ
た
奥様は、
鹿
児
島

県出
身で、
太

陽
のよ

うに
明る
く、
そ

し
て、
大地

に
降り
注
ぐ
陽
の光
のよ

うに
温か

な

天
真
糊漫で
気

骨
のある
薩摩

おご
じよ

とい

、つ
印
象を
受け

た。-V
ふ
れ
あ
い
の

中
で・..
 

越智さんは、

帰
郷し
て
現在

の
野々
江地
区

に
あ
る
岡山小

学
校(
昭和六

十年
に
閉校)

た
ち
の
存在を
感じ
る

こ
と
が
で
きる
し、
今

ではゴ
ミ
を捨てる
人

もい
なく
なっ
た。

こ

のよ
うな過程
の中

で、
お
互い
を
認

め
合うこ

とが
で
きたこ
と
が、
成功

の秘訣だ」
と
話さ

れ
た。

ま
た、

「今年
の町

文
化
祭

では、

一
度やっ
てみ

たかっ
た屋台村を
す

るこ
とがで
きた。
役場
の車庫内に、

屋
台村
の雰囲
気がでるよ

う、
自分

たち
の手で
のれん

や屋
根
のひ
さ

し

な
ど、
飾り
付け

には
非常に
苦心を

し
た。
お
蔭で、
例年

に
ない
盛
況と

な
り、

こ
のイベ
ントを
支え

たみん

な
が、
心地
良い
汗と
満足
感を
得る

こ
と
ができた
」と、

と
て

も
嬉しそ

うに
話さ

れ
た。

-
仲
間つ
くり:・
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さ
らに、
越
智さんは
「

何事に
も

なるべ
く

お
金を
掛け
ず 、
本
物に

近

い
物を
作るこ

と
が
好き。
そし
て、

オリジ
ナル

な
物を作り

たい」
と
言

わ
れるだけ
あっ
て、
趣味も
多彩で

焼き
物
の腕は
素人
の域
を超え
る
ほ

ど。
奥株に
言わせ
ると
寸なん

に
で

も凝り
性で
困り

ま
す
」とニ
ガワ
ラ

ィ 。
現在では
寸

教育委員
会
の民に

は
まっ
た
感じで
す」

と
言い

なが
ら

も、
笑顔で
地
域

おこ
し
に
奔走さ

れ

る
越智さんご
夫
妻だ

が
「自

分一
人



で

は

何

も

で

き

な

い
。

や

は

り
、

仲

間

づ

く

り

が

大

切
。

た

だ
、

仲

間

を

増

や

す

と

い

う

こ

と

は
、

ヒ

ュ

ー

マ

ン

リ

(

人

間

関

係)

が

ど

う

あ

る

べ

き

か

を

考

え

な

く

て

は

な

ら

な

い

と
い

う

こ

と

で

も

あ

る
。

自

分

の

主

観

で
、

他

人

に

特

別

な

レ

ッ

テ

ル

を

張
っ

た

り
、

そ

の

人

の

マ

イ

ナ

ス

部

分

を

強

調

し

た

り

し

て

い

て

は
、

本

当

の

友

は

で

き

な
い

。

相

手

の

プ

ラ

ス

な

部

分

を

素

直

な

気

持

ち

で

褒

め

る

こ

と

が

一

番

大

切
」

と
、

奥

様

も

言

わ

れ

る
0

.
何
事
も
プ
ラ
ス
指
向
で・:

一

般

的

に
、

田

舎

は

封

建

的

で

個

性

が

生

か

さ

れ

に

く

い

と

い

わ

れ

る
。
「

あ

の

人

は

昔

ね・
:

L

と

い

う

よ

う

に
、

十

年

も

前

の

出

来

事

が
、

い

つ

ま

で

も

そ

レ

l

シ

ョ

ン

ズ

の

人

の

イ

メ

ー

ジ

な

の

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

環

境

の

中

で

は
、

と

て

も

個

性

豊

か

な

人

が

育
つ

と

は

考

え

ら

れ

な

い

し
、

未

来

に

夢

を

馳

せ

る

こ

と

な

ど

で

き

な

い

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

「

高

齢

化
・

過

疎

化

が

進

む

中
、

将

来

を

諦

め

た

り
、

今

を

嘆

い

て

ば

か

り

で

は

決

し

て

問

題

は

解

決

し

な

い
。

今

こ

そ
、

プ

ラ

ス

指

向

で

物

事

を

考

え

る

こ

と

が

で

き

る

人

材

が

必

要
L

と

越

智

さ

ん

は

言

わ

れ

る
。

a-
夢
を
抱
い
て・・・
今ー

す
っ

か

り

奥

様

の

ペ

l

ス

で

取

材

が

進

む

中
、

最

後

に
、

ご

夫

妻

の

夢

に

つ

い

て

諾
っ

て

頂
い

た
。

越

智

さ

ん

は

「

様
々

な

面

に

お

い

て
、

昔

の

良

さ

を

取

り

戻

し

た

い
」

と

言

わ

れ

る
。

「

昔

は

子

供

の

族

に

つ

い

て

も
、

地

域

の

中

で
、

気

が

付
い

た

人

が

注

意

を

す

る

と

い

う

よ

う

な
、

地

域

全

体

で

育

て

る

と

い

う

風

習

が

あ
っ

た
。

ま

た
、

助

け

合

い

の

心

や

思
い

や

り

な

ど

も
、

同

様

に
、

自

然

と

身

に

つ

い

て

い

た

よ

う

に

思

う
。

古

き

良

き

慣

習

と

い

う

か
、

本

来
、

田

舎

に

あ
っ

た

素

晴

ら

し

い

人

間

関

係

を

復

活

さ

せ

る

こ

と

で
、

ま

ち

の

た

め
・

人

の

た

め

と

い

う

思

い

を
、

み

ん

な

が

持

て

る

の

で

は

な

い

か
」

と

熱
っ

ぽ

く

話

さ

れ
、

そ

の

思
い

の

深

さ

を

強

く

感

じ

た
。

奥

様

も

「

帰

町

さ

れ

た

当

時
、

よ

く

こ

ん

な

所

に

帰
っ

て

き

た

ね

と

言

わ

れ
、

な

ぜ

そ

ん

な

こ

と

を一
言

う

の

か
、

非

常

に

シ

ョ

ッ

ク

を

受

け

た
。

自

分

の

ふ

る

さ

と

に
、

ど

う

し

て

誇

り

が

持

て

な

い

の

か
。

親

が

こ

の

よ

う

な

意

識

を

持
っ

て

い

る

以

上
、

子

供

も

残

る

は

ず

が

な

い

し
、

帰
っ

て

き

た

い

と

は

思

わ

な

い

で

し

ょ

う
。

ふ

る

さ

と

の

良

さ

を

教

え

て

あ

げ

る

の

は
、

親

や

地

域

の

責

任

で

も

あ

り
、

義

務

じ

ゃ

な

い

か

と

思

う
」

。

さ

ら

に
、

越

智

さ

ん

は
「

た

と

え

ば
、

形

だ

け

の

町

並

み

景

観

だ

け

を

取

り

戻

し

て

も

だ

め

だ

し
、

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

面

に

お

い

て

も
、

ご
心

の

持

ち

ょ

う
u

を

昔

か

ら

学
ぶ

べ

き

だ
。

今

後

は
、

生

涯

現

役

を

胸

に

頑

張

り

た

い
」

と

や

る

気
マ

ン

マ

ン 。

負

け

ま
い

と
、

奥

様

も

「

ヨ

ガ

教

室

等 、

忙

し

い

日

々

を

送

り

な

が

ら

も

毎

日

が

楽

し

い
。

こ

れ

か

ら

も
、

プ

ラ

ス

指

向

で

何

事

に

も

取

り

組

み

た
い
」

と

話

さ

れ

た

笑

顔

が
、

と

て

も

魅

力

的

だ
っ

た
。

-
取
材
を
終

え
て・・・ま

ち

づ

く

り

の

切

り

口

と

し

て
、

地

域

資

源

の

発

掘

や

若

者

定

住

を

掲

げ

ら

れ

る

こ

と

の

多
い

中
、

「

地

域

の

良

さ

を

ど

れ

だ

け

若

花壇の管理もみんなで

者

に

語
っ

て

い

る

か
L

と

い

っ

た

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

の

あ

り

方

を

再

考

す

る

こ

と

は

と

て

も

大

切

な

こ

と

だ

と

思
っ

た
。

お

互
い

の

足

元

か

ら
、

人

を
・

ま

ち

を

見
つ

め

直

す
べ

き

で

は

な

い

か
、

「

褒

め

ら

れ

て

い

や

な

気

が

す

る

人

は

い

な
い

の

だ

か

ら
」

と

い

う

ご

夫

妻

の

笑

顔

に

触

れ

る

こ

と

で
、

そ

の

思
い

を

強

く

し

た
。

最

後

に
、

取

材

に

協

力

し

て

頂
い

た

越

智

さ

ん

ご

夫

妻
、

教

育

委

員

会

の

方

々

に
、

心

よ

り

お

札

を

申

し

上

げ

ま

す
。

(

研

究

員

尾

崎

弘
品川h)

も

う
一

度
、
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や
は
じ
め
に

振り返って

松 岡 正 範
(前 研究員)

共 済 連

愛
媛
県
共
済
農
協
連
よ
り

側
愛
媛
県

ま
ち さつ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

に
出
向
し

て、
あ
っ
と
い
う
聞
に
二
年
が
過
ぎ
ま

し
た。
平
成
四
年
の
三
月
に、
突
然
ま

ち
づ
ぐ
り
総
合
セ
ン
タ
ー

へ
の
出
向
を

命
じ
ら
れ
た
と
き
に
は、
一
体
全
体
何

を
す
る
と
こ
ろ
な
の
か、
就
職
し
て
以

来
初
め
て
寸

共
済L
以
外
の
仕
事
を
す

る
訳
で
す
か
ら、
期
待
と
不
安
で一
杯

で
し
た。

そ
し
て、
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ

ー
へ
来
て、
県
内
各
地
で
行
政
は
も
と

よ
り一
般
住
民
の
方
々
が
中
心
と
な
っ

て、
多
種
多
様
な
ま
ち
づ
く
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り、
そ
の
情
熱

や
発
想
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た。
そ
の
手

法
も
多
岐
に
渡
り、
ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン

ト
に
し
て
も 、
様
々
な
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た。

ま
た、
愛
媛
県
内
の
こ
と、
さ
ら
に

は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
こ
と
で
さ
え、

知
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
に
初

め
て
気
付
き
ま
し
た。

令
二
年
間
の
思
い
出

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
二
年
間
で

は、
各
種
の
事
業
に
参
画
す
る
こ
と
で、

県
内
外
の
様
々
な
ま
ち 手つ
く
り
に
か
か

わ
る
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
や
語
ら

い
の
中
で、
そ
の
折
々
に
素
晴
ら
し
い

感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

そ
し
て、
「

森
を
出
て
森
を
見
よ」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が、
こ
れ
か

ら
組
織
の一
員
と
し
て
復
帰
し 、
業
務

に
従
事
す
る
私
に
と
っ
て
は
貴
重
な
経

験
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う 。

('"骨、

ま
た、
物
事
を
客
観
的
に、
ま
た、

問
題
の
所
在
を
適
確
に
と
ら
え、
適
切

な
処
理
を
目
指
す
上
で
も 、
大
き
な
糧

と
な
り
支
え
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す。こ

れ
ら
の
中
で
特
に
心
に
残
る
の
は、

ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
で

す。
こ
の
事
業
で
は、
平
成
お
も
ご
塾

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き、
毎
月
の
定

例
会 、
年
三
回
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

派
遣

で
面
河
村
を
訪
問
し
ま
し
た
が、
親
し

く
塾
生
の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に、
ふ
る
さ
と
を
愛
し 、
ど

う
す
れ
ば
面
河
村
が
良
く
な
る
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
活
発
に
取
り

組
む
姿
に

感
動
し
ま
し
た。
面
河
村
が
私
の
第
二

の
故
郷
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す。

そ
し
て、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
来

て
い
た
だ
い
た、
高
知
県
大
川
村
の
朝

倉
茸
氏
の
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
熱
い
想

い
や
中
島
町
の
大
崎
巌
氏
の
卓
抜
し
た

理
論
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た。

こ
う
い
っ
た
塾
の
活
動
が
や
が
て
大

き
な
成
果
と
な
っ
て、
面
河
村
が
さ
ら

に
す
ば
ら
し
い
地
域
と
な
る
こ
と
を

F、

願っ
て
や
み
ま
せ
ん。

ま
た 、
県
外
研
修
で
全
国
の
ま
ち
づ

く
り
の
先
進
地
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
へ

行
き
ま
し
た
が、
や
は
り
そ
こ
に
は、

そ
れ
ぞ
れ
に
ま
ち ぞつ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

と
い
わ
れ
る
人
が
お
り、
地
域
の
資
源

を
活
か
し
た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た。
そ
の
中
で

も 、
長
野
県
南
木
曽
町
の
妻
龍
宿
と
滋

賀
県
高
月
町
の
雨
森
地
区
に
お
け
る
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

は、
私
自
身
に
と
っ
て
驚
き
以
上
の
強

い
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
今
で
も
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す。

そ
の
ほ
か、
機
関
紙
「

舞
た
う
ん」

の
編
集 、
草
の
根
文
化
講
演
会
の
開
催 、

県
内
・

全
国
の
ま
ち 事つ
く
り

調
査
な
ど

数
々
の
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
に、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
ゃ 、
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た。
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や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
私
見

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
私
自
身
が
感
じ

た
こ
と
は、
ま
ち
づ
く
り
に
は
い
ろ
い

ろ
な
手
法
が
あ
る
け
れ
ど
も 、
結
局
は

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を、
自
分
た
ち



の

手

で

良

く

し

た

い

と

願

う

地

域

住

民

自

身
の

活

動

が
一

番

重

要

で

あ

り
、

そ

う

い

っ

た

住

民

の

意

見

を

受

け

入

れ
、

行
・

住
一

体

の

活

動

が

進

め

ら

れ

て

い

る

ま

ち

が

全

国

で

も

先

進

地

と

い

わ

れ

る

ま

ち

で

は

な

か
っ

た

か

と

感

じ

ま

し

た
。

さ

ら

に
、

行

政

で

は

受

動

的

に

住

民

の

自

発

的

活

動

を

期

待

す

る

だ

け

で

な

く
、

様

々

な

情

報

や

活

動

の

場

を

積

板

的

に

住

民

に

提

供

す

る

と

い

う

重

要

な

役

割

を

担
っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

も

感

じ

ま

し

た
。

そ

し

て
、

例

え

が

適

切

で

は

な

い

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が
、

ま

ち
手

つ

く

り

は
、

「

ア

ル

コ

ー

ル
」

で

は

な

い

か

と

思

う

よ

う

に

な

り

ま

し

た
。

人

聞

が

生

き

て

い

く

た

め

に

は

水

は

決

し

て

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

も

の

で

す

が
、

「

ア

ル

コ

ー

ル
」

は

無

く

て

も

い

い

も

の

で

す
。

し

か

し
、

生

活

を

制

し
、

楽

し

く

す

る

た

め

に

は
、

必

要

な

も

の

で

は

な
い

で

し

ょ

う

か
。

「

自

分

た

ち

の

住

む

地

域

を

良

く

し

よ

う
」

、

「

子

供

た

ち

が

残

る

ま

ち

に

し

よ

う
」

と

頑

強

り
、

そ

の

成

果

に

さ

ら

に

酔
い

、

ま

す

ま

す

元

気

に

ま

ち

づ

く

り

に

取

り

組

ん

で

い

く

-
、

そ

ん

な

状

態

が

ま

ち
ε

つ

く

り

が

進

む

好

環

境

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す
。

た

だ
、

或

る

と

き

「

何

も

し

な

い

と

い

う

ま

ち

づ

く

り

は
、

方

法

と

し

て

考

え

ら

れ

ま

せ

ん

か
」

と

い

う

質

問

を

受

け

た

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

が
、

こ

の

と

き

は

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

た
。

こ

れ

は
、

自

然

保

護

の

観

点

か

ら

出

た

質

問

だ

と

思

わ

れ

ま

す

が
、

人

聞

が

生

活

し

て

い

く

上

で

は
、

あ

る

程

度

自

然

に

手

を

加

え

る

こ

と

は

必

要

な

こ

と

だ

と

私

自

身

考

え

て
い

ま

す

し
、

経

済

的

基

盤

が

あ
っ

て

こ

そ

ま

ち さ
つ

く

り

が

で

き

る

の

で

は

な
い

か

と

も

思

わ

れ
、

結

論

は

出

ま

せ

ん

で

し

た

が
、

非

常

に

印

象

に

残

り

ま

し

た

の

で

紹

介

し

て

お

き

た

い

と

思

い

ま

す
。

や
最
後
に

こ

の

二

年

間

で

ま

ち 、
つ

く

り

に

つ

い

て

何

か

を

つ

か

ん

で
、

自

分

の

物

に

し

て

帰

り

た

い

と

考

え

ま

し

た

が
、

残

念

な

が

ら

こ

れ

と

い

っ

た

成

果

は

残

せ

ま

せ

ん

で

し

た
。

し

か

し

な

が

ら
、

今

ま

で

気

付

か

な

か
っ

た

県

内

各

地

の

ま

ち
づ

く

り

の

動

き

に

興

味

を

持

ち
、

新

聞

や

テ

レ

ビ

と

い

っ

た

報

道

を

気

に

懸

け

だ

し

た

こ

と

は
、

組

織

の
一

員

で

あ

る

と

同

時

に
、

一

地

域

住

民

で

あ

る

私

に

と
っ

て

も
、

よ

り

魅

力

的

な

人

と

な

る

た

め

の

ワ

ン

ス

テ
ッ

プ

に

な
っ

た

と

思

い

ま

す
。

ま

た
、

各

地

の

イ
ベ

ン

ト

に

家

族

連

れ

で

出

か

け

た

り

も

し

ま

し

た

が
、

こ

れ

も
、

ま

ち

づ

く

り

総

合

セ

ン

タ

ー

に

い

た

か

ら

こ

そ

だ

と

思
い

ま

す
。

今

後 、

ま

ち

づ

く

り

総

合

セ

ン

タ

ー

で

の

経

験

を
、

共目
済

事

業

に

必

ず

し

も

全

面

的

に

役

立

て

る

こ

と

は

で

き

な
い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が
、

農

協

運

動

に

あ
っ

て

も
、

農

協

組

合

員

の

み

で

な

く

広

く

地

域

住

民

を

対

象

と

し

た

運

動

が

求

め

ら

れ

て

い

る

と

き

で

あ

り
、

こ

れ

か

ら

の

組

織

活

動

に

お

い

て

も

大

き

く

役

立
っ

て

い

く

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

ま

す
。

本

当

に

自

分

自

身

に

と
っ

て

勉

強

に

な
っ

た

二

年

間

で

し

た
。

最

後

に
、

貴

重

な

経

験

を

さ

せ

て

い

た

だ

き
、

楽

し

く

過

ご

さ

せ

て

い

た

だ

い

た
、

ま

ち

づ

く

り

総

合

セ

ン

タ

ー

の

波

地

所

長

を

は

じ

め
、

松

森

主

任

研

究

員
、

諸

先

輩

の

研

究

員
の

方
々

、

え

ひ

め

地

域
づ

く

り

研

究

会

議

の

方
々

等
、
」

こ

に

来

な

け

れ

ば

出

会

え

な

か
っ

た

数

多

く

の

方

々

に
、

誌

而

を

借

り

て

お

札

を

申

し

上

げ

筆

を

置

き

た

い

と

思
い

ま

す
。
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研究員活動を

通 して
学んだ こと

寸
ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か」
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
ま
ち
づ
く
り

総
念
セ
ン

タ
ー

で
の一
年
間
は、
本
当
に
楽
し
く、

そ
し
て
瞬
く
聞
の
出
来
事
の
よ
う
で
し

た。そ
れ
ま
で
の
私
は、
自
分
の
担
当
業

務
の
こ
と
し
か
視
野
に
な
く、
そ
の
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
い
う
く
ら

い
の
意
識
で
し
か
な
か
っ
た
状
態
で
あ

り 、
ま
ち
全
体
を
見
渡
し
て
の
総
合
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
意
味
を
理
解
す
る
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た。

私
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
機
会
に

恵
ま
れ、
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

研
究
員
と
し
て、
様
々
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た。

そ
の
研
究
員
活
動
の
ま
と
め
と
し
て、

セ
ン
タ
ー

の
組
織
の
中
で
学
ん
だ
こ
と、

自
分
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と、

そ
し
て、
い
わ
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と
の
三
つ
に
つ
い
て、

私
な
り
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す。

や
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

来
て
み
て・・・

初
め
の
う
ち
は 、
新
し
い
職
場
と
の

ス
タ
ン
ス
の
違
い
と、
町
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
る
と
い
う
緊
張
感
ば
か
り
を
感

じ
て
い
ま
し
た。

そ
の
よ
う
な
中、
セ
ン
タ
ー

業
務
を

進
め
て
い
く
う
ち
に
様
々
な
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

一
つ
は 、
事
業
な
ど
の
目
的
と
手
段

を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す。
「

何
の
た
め
に
こ
れ
を

行
う
の
か」
ご」
れ
を
す
れ
ば
ど
う
な

る
の
か」
と
い
う
こ
と
を、
計
画
の
段

階
で
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

と
も
に、
そ
の
後
の
評
価
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ぴ
ま
し
た。

("帆

二
つ
に
は、
社
会
情
勢
や
各
地
域
の

動
き
な
ど
に
常
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す。
そ
の
こ
と

に
よ
り 、
「

今、
ど
の
よ
う
な
動
き
が

あ
る
かL
寸

そ
の
背
景
に
何
が
あ
る
の

か」
と
い
う
こ
と
を
把
握
し、
「

今、

何
が
大
切
な
の
か」
「

何
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か」
と
い
う
視
点
で、
適

確
な
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り 、

今
後
は
自
分
が
常
に
問

題
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
ま
し
た。

三
つ
め
に
は、
自
分
の
ま
ち
を
外
か

ら
見
つ
め
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す。
町

の
取
り

組
み
が、
外
に
ど
の
よ
う
に
見

え
た
り 、
聞
こ
え
た
り
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
が、
い
つ
も
気
に
掛
か
り
ま
し

た。
そ
れ
ま
で
と
違
う
立
場
で、
自
分

自
身
の
町
や
仕
事
へ
の
見
方・
考
え
方

を、
聞
い
直
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す。

令
自
分"
つ
く
り

寸
ま
ち
を
変
え
る
た
め
に
は 、
自
分

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
「

自

分
が
輝
け
ば
ま
ち
も
輝
く」
と、
多
く

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
は
言
わ
れ
ま

す。
百
分
か
ら
周
り
の
人
た
ち
に
呼
ぴ

� 

か
け 、
輪
を
広
げ
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
は、
人
を
説

得
す
る
と
い
う
大
仕
事
が
待
ち
受
け
て

お
り 、
自
分
自
身
に
人
を
納
得
さ
せ
る

だ
け
の
実
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
わ
れ
ま
す。
こ
こ
で
は、
そ
の
た
め

の
自
分
づ
く
り
の
面
に
触
れ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す。

セ
ン
タ
ー

へ
来
て
一
ヵ

月
く
ら
い

経
っ
た
頃 、
あ
る
方
に
「

あ
な
た
は、

こ
れ
ま
で
何
を
し
ま
し
た
か」
「

今
後 、

何
を
テ
l

マ
に
勉
強
じ
ま
す
か」
と
聞

か
れ
た
の
で
す
が、
私
は
ろ
く
な
受
け

答
え
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。
そ
の
方

は
「

君
に
は、
『

読
む』
『

書
く』
『
し
ゃ

べ
る』『
実
行』
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ」

と
言
わ
れ
ま
し
た。
思
え
ば 、
ど
れ
一

つ
取っ
て
み
て
も
得
意
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん 。
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ま
た、
研
修
の
受
け
方
に
つ
い
て 、

福
岡
県
の
あ
る
方
は
こ
う
言
わ
れ
ま
し

た。
「

他
所
で
話
を
聞
く
に
し
て
も 、

相
手
の
批
判
を
す
る
力
を
持
ち 、
そ
う

し
て
か
ら
取
り
入
れ
て
こ
い
と
職
員
に

言
っ
て
い
る」。
何
と
も
過
激
だ
と
思

い
ま
し
た
が 、
そ
の
部
下
の
職
員
で

あ
っ
た
方
も 、
「

こ
こ
の
い
け
な
い
と



思
う
点
を
言
っ
て
く
だ
さ
い」
と
堂
々

と
言
わ
れ
ま
し
た。
そ
の
自
身
を
感
じ

る
反
面 、
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
姿
勢

の
真
剣
さ、
厳
し
さ
を
伺
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た。

そ
の
う
え
同
氏
は、
「

都
市
と
農
村

の
交
流
は
対
等
な
立
場
で
行
う
こ
と
が

重
要。
そ
の
た
め
に
は、
農
村
側
も
実

力
を
付
け
る
必
要
が
あ
り、
誰
と
で
も

ど
ん
な
話
題
に
で
も
対
応
し
て
い
け
る

も
の
を、
身
に
付
け
な
く
て
は
い
け
な

いL
と
言
わ
れ
ま
し
た。
こ
れ
も
忘
れ

ら
れ
な
い
言
葉
の一
つ
で
す 。

-w-
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は、

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
情
報
な
ど
に

毎
日
触
れ
な
が
ら、
各
地
の
話
題
や
取

り
組
み
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き 、

情
報
を
収
集
す
る
と
い
う
こ
と
と 、
日

頃
か
ら
そ
の
意
識
を
持っ
て
お
く
と
い

う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す。

し
か
し、

何
分
に
も
少
々
の
努
力
で

は
お
い
つ
け
ず 、
ま
ち
づ
く
り
の
体
系

的
な
学
習
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
が 、
今
ま
で
と
は
違
う
何
か
が
心

の
中
に
残っ
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す。

帰壊判

あ
る
実
践
者
の
話
の
中
に、
「

谷
の

底
ば
か
り
で
も
の
を
考
え
て
い
て
は
い

け
な
い 。
山
の
頂
上
に
立
っ
て
眺
め
て

み
る
と
別
の
も
の
が
見
え
る」
と
あ
り、

そ
れ
は
視
点
を
変
え
る、
広
く
見
て
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
意
味

深
い
言
葉
で
し
た。

ま
た、
今
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て

い
る
「

地
域
の
個
性
を
活
か
す」
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が 、
地
域
の
活
力

を
目
指
す
糸
口
と
し
て
欠
か
せ
な
い
視

点
で
あ
る
と
思
い
ま
す。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史、
風
土 、

文
化
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
く、
こ
の
よ
う
な
資
源
を
生
か

し
て、
ま
ち
に
住
む
誇
り
や
喜
ぴ
が
持

て
る
よ
う
に、
人
の
心
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
は
必
然
的
な
動
き
だ
と
思
い
ま

す。こ
の
よ
う
な、
地
域
の
生
き
残
り
を

か
け
た
取
り

組
み
な
ど
も 、
や
は
り
最

後
に
は
そ
こ
に
住
む
「

人」
に
行
き
着

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。
「

心

の
豊
か
さ、
生
活
の
豊
か
さ」
と
い
わ

れ
ま
す
が、
個
人
が
そ
こ
で
ど
の
よ
う

な
生
き
方
を
す
る
の
か 、
で
き
る
の
か 、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か 。

こ
の
点
に
関
連
し
て、
ス
イ
ス
の
過

疎
地
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
っ
た

「
開
発
よ
り
今
の
生
活
の
質
を
高
め
る

こ
と 、
福
祉
の
原
点
(
人
が
自
然
の
中

で
安
ら
い
で
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ

と)
に
帰
る
こ
と」
な
ど
に
は、
人
間

重
視 、
生
活
重
視
と
い
う
面
で
強
く
惹

か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
「

ふ

る
さ
と」「
自
然」「
環
境」
が、
大
変
重

要
な
要
素
で
あ
ろ
う
し、

何
よ
り
幅
広

い
意
味
で
の
「

生
活」
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す。

例
え
ば
そ
の
よ
う
な、
地
域
は
こ
う

あ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
念
を
確
立
す
る

こ
と
が
先
決
で
あ
り、

次
い
で
そ
の
実

現
に
向
け
て
の
様
々
な
方
法
論
を
行
き

交
わ
し
て
い
く
こ
と
が 、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
過
程
で
は
大
切
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す。

現
在
の
社
会
は
様
々
な
問
題
を
抱
え、

私
た
ち
の
世
代
へ
の
課
題
も
多
く、
そ

の
渦
中
で
生
き
な
が
ら、
自
ら
の
力
で

解
決
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん 。

な
ど
と 、
身
構
え
て
み
て
も 、
現
実

に
は
あ
れ
こ
れ
悩
む
ば
か
り
で
し
ょ
う。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も 、
こ
れ
ま

で
に
得
ら
れ
た
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を

大
切
に
し、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
学

び
合
い
な
が
ら、
さ
ら
に
人
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す。

そ
し
て、
基
本
は
し
っ
か
り
お
さ
え

な
が
ら
も 、
気
軽
で
簡
単
に
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り

組
み 、
自
分
も
楽
し
ん
で

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す。

-m-
お
わ
り
に

終
え
て
み
れ
ば 、
時
の
経
つ
の
が
本

当
に
早
か
っ
た
こ
の一
年
間 。
特
に
自

分
は
変
っ
た
ぞ
と
は
言
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が 、
何
か
い
ろ
い
ろ
な
も
の

の
見
方
・

考
え
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す。

ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

は、
い

つ
も
温
か
い
雰
囲
気 、
そ
れ
で
い
て
心

地
よ
い
刺
激
と 、
ピ
リ
ッ
と
し
た
緊
張

感
を
味
わ
え
る
職
場
で
し
た。

セ
ン
タ
ー

活
動
を
通
し
て、
様
々
な

出
会
い
の
中
で
何
か
と
ご
指
導
を
い
た

だ
い
た
数
多
く
の
皆
様
方
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た。
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地域づ く り 研究サ ロ ンE

i ま ち を 素 敵 にE

E子二 ニー つ で 叩軍司

当
セ
ン
タ
ー
で
は、
三
月
五
日(
土)

に
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て、

え
ひ
め
女
性
財
団
と
共
催
に
よ
り、『
男

女
共
同
参
画
の
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー』
を
開
催
し
ま
し
た。

今
回
は、
テ
l
マ
を
寸
ま
ち
を
素
敵

に
|
私
の
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
l」
と

題
し、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た。

こ
の
サ
ロ
ン
に
は、
花マつ
く
り
ゃ
ゴ

ミ
対
策
な
ど
の
環
境
美
化
運
動、
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア、
文
化
イ
ベ
ン
ト
等
、々

様
々
な
分
野
で
地
域
活
動
に
か
か
わ
っ

て
お
ら
れ
る、
県
内
各
地
の
十
九
名
の

方
に
お
集
り
い
た
だ
き
ま
し
た。

そ
し
て、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
教
授

の
讃
岐
幸
治
先
生
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て、
「
ど
う
す
れ
ば、
ま
ち

が
素
敵
に
な
る
の
か」
を
探
ろ
う
と、

参
加
者
の
活
動
事
例
や
地
域
へ
の
思
い

な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た。

そ
の
概
要
に
つ
い
て、
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
す。

*
サ
ロ
ン
・
卜
l
キ
ン
グ

ま
ず、
現
在
の
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
と
し
て
は、
「
友
達
に
誘
わ
れ
て」

「
塾
生
の
募
集
が
あ
っ
た
の
で」
「
自

分
の
地
域
を
も
っ
と
知
り
た
く
て」
な

ど
や、
日
々
の
生
活
の
中
で
様
々
・な
問

題
意
識
が
芽
生
え、
も
っ
と
素
敵
な
ま

ち
に
し
た
い
と
い
う
思
い
な
ど
か
ら、

周
り
の
人
を
誘
っ
て
活
動
を
進
め
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
り、
地
域
活
動
に
か

か
わ
り
を
持
っ
た
要
因
も
様
々
な
よ
う

で
し
た。

ま
た、
活
動
を
し
て
い
く
中
で
喜
び

は
も
ち
ろ
ん、
悩
み
や
問
題
点
も
感
じ

て
い
る
よ
う
で
あ
る。
「
少
し
目
立
つ

た
動
き
が
あ
る
と、
頭
を
抑
え
る
動
き

が
あ
る」
と
い
う
指
摘
や、
「
も
っ
と

女
性
の
意
見
や
参
加
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い」
な
ど
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た。

こ
の
よ
う
に、
活
動
を
通
し
て
の

様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
が、
そ
の

中
か
ら、
実
際
の
活
動
の
話
題
と
し
て、

「
花
づ
く
り」
で
は、
「
ど
の
よ
う
に

活
動
の
輸
を
広
げ
た
ら
よ
い
かL
と
い

う
問
い
掛
け
に
対
し、
「
花
づ
く
り
に

ロ
マ
ン、
話
題
性
を
持
た
せ
て
進
め
て

は
ど
う
か」
な
ど、
お
互
い
の
活
動
に

対
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
た。

そ
し
て、
地
域
づ
く
り
の
活
動
に
対

す
る
考
え
方
と
し
て、
「
友
達
同
士
の

話
題
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
実
行
し
て
い

け
ば
い
いL
「
自
分
が
し
た
い
こ
と
を

情
熱
を
持
っ
て、
最
初
に
や
っ
て
い
く

こ
と
で
何
物
に
も
代
え
難
い
感
動
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る」
な
ど、
肩
ひ
じ

張
ら
ず
楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
大
切
と

の
意
見
も
あ
っ
た。

そ
の
ほ
か、
「
障
害
者
や
お
年
寄
り

が
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ
る
ま
ち
に
し
て

ほ
し
い」
「
ふ
る
さ
と
を
子
ど
も
に
残

し、
伝
え
た
い」
「
川
で
子
ど
も
が
泳

げ
る
ま
ち
づ
く
り
が
し
た
い」
な
ど、

日
頃
の
生
活
に
密
着
し
た
女
性
な
ら
で

は
の
意
見、
話
題
な
ど
も
出
さ
れ
た。

サ
ロ
ン
を
通
し
て、
各
地
で
頑
張
っ

て
い
る
方
々
の
率
直
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
こ
と
は、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で、
男
女
共
同
参
画
型
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
進
め
る
上
で、
大
変
有
意
義

な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

自
分
の
地
域
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
て

取
り
組
ん
で
い
る
姿
は、
ま
さ
に
輝
い

て
見
え
る
だ
ろ
う。
そ
し
て、
最
後
に

あ
る
方
が
言
っ
た
「
素
敵
な
出
会
い
の

あ
る
心
地
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
し
た

い」
と
い
う一
言
葉
も
印
象
的
だ
っ
た。

(
前
研
究
員

石
家

清)

'

組鯉
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平 成 6 年 度 事 業 計 画

財団法人愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー

側愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー は 、 県 内各地で進め ら れて い る 地域づ く り 活動 の 支援機 関 と
し て 、 潤 い と 活力 に 満 ち た新 し い 愛媛の く に づ く り と 21世紀の愛媛 を 創造 し て い く 基盤づ く り の
た め 、 県 内 の各地域が進 め て い る 歴 史文化 な ど地域 固 有 の 資 源 に 根 ざ し た 地域づ く り 活動 を 支援
す る こ と と し 、 平成 6 年度 の 事業計画 を 次 の と お り 定 め ま し た 。

平成 6 年度事業計画の概要

0 機関誌 『舞た う ん』 の編集 ・ 発行
ま ち づ く り 活動の情報発信 と 地域づ く り 活動者の ネ ッ ト ワ ー キ ン グ誌 と し て 、 継続 し て 発行す る 。 | 綱h
な お 、 今年度 か ら 発行 回 数 を 年 4 回 と す る が、 誌面構成 に工夫 を 瀧 ら し 、 一層 の 内容充実 に 努 め る 。
【 4 月 、 7 月 、 10月 、 1 月 発行 1

0 情報収集用刊行物の整備
ま ち づ く り 関 連 の 各種刊 行物 と 、 「 ま ち づ く り ビ デ オ 」 の 整備 を 進 め 、 引 き 続 き ま ち づ く り 情報

の 蓄積 を 図 る 。
0 主要事業成果の刊行物化と 活用

セ ン タ ー が実施す る 各種事業 の事業成果 を 刊 行物化 し 、 ま ち づ く り 情報 と し て提供す る 。
o 11"ま ちづく り 調査研究事業』 の実施

平成 5 年度 に 実施 し た 「全固 ま ち づ く り 調査」 の分析 ・ 集計 ・ 整理作業 を 進 め 、 迅速かつ 広 範 会
ま ち づ く り 情報の提供 に 努め る 。

0 新鮮かつタ イ ム リ ーな情報の収集 ・ 提供
県内各地か ら の ま ち づ く り 情報 の個 別 需 要 に 対 し 、 新鮮かつ タ イ ム リ ー な 情報 を 提供す る 。

O パソ コ ン通信ネ ッ ト ワ ー キ ン グの実用実験
パ ソ コ ン 通信 を ま ち づ く り に 活 かす た め の実用実験 を 継続 し て 実施す る 。

O イ ベ ン ト 情報誌 『え ひめ イ ベ ン ト B O X .!l の編集 ・ 発行
平成 6 年 度 中 に 県 内 で 開 催 さ れ る 、 あ ら ゆ る ジ ャ ン ル の イ ベ ン ト を 保存活用 タ イ プの情報誌 に ま

と め 発行す る 。 [ 4 月 発行 畑1

o 11"地域づく り 研究サ ロ ン』 の開設

ま ち づ く り に 関 す る 様 々 な 課題 や 時代 に即 し た テ ー マ 等 に つ い て 、 専 門 家 の意見 を 交 え た研究サ
ロ ン を 開設す る 。

。 11"ま ちづく り 草の根文化講演会』 の開催
地域住民 を 対象 に 、 ま ち づ く り の 先駆的実践者 を 招 い て の講演会 を 開催 す る 。

o 11"地域づく り 先進地突涜研修』 の実施
次代 を 担 う 地域在住 の若者 を 対象 に 、 全国 レ ベ ル の先導的 ま ち づ く り 事例 を 研修す る た め の先進

地交流研修 を 企画 ・ 実施 (10月 ) す る 。
0 県タトの先駆的活動者 と の受流事業

県外の地域づ く り 活動者 と の交流 を 通 し て 、 新鮮 な情報の収集 に 努 め る 。
o rま ちづく り 研究 ア シ ス ト 事業』 の実施
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ま ち づ く り 研究 グ ル ー プ等が実施す る 学習 ・ 研究活動並 ぴに広域的 な ま ち づ く り イ ベ ン ト 等 の 開
催 を 支援 し 、 ひ と が育つ環境づ く り を 進 め る 。



• a震の〈 にフラ ッ シ ュ• 

日
本
最古
の温
泉と

し
て
名
高い、

道
後
温
泉。
そ
の玄
関口

で
あ

る
放生
園に、
こ
の度「
観光

カ
ラクリモニュ
メ
ン
ト」

が

設
置されまし

た。

左
右四ヵ
所からは
赤
。

シャ
ツ・

うら
な
り・

山
嵐達が
現れ、
@

見
物客
の目
を
楽しませ
ます。

A'

坊っ
ちゃ
ん

一
堂が
勢揃い
する

と、
@

小首を
か
し
げたマ
ドン

ナ
が

「
観光
ト

松
山
」
の説明を
行い、
楽しい
旅
の

川

始ま
りを
予感さ
せ 、
カ
ラク
リ
の演
寸
伊
方町
観光
物産セ
ン
ター
「

き
ら

出が
終わ

ります。

-
ら
館」が

完成
し、
五

月のゴ
lル

デ

ど
うか松
山

に
お
越し
の際は、
道

@
ン
ウィ
ー
ク
前
のオー
プン
を目
指し

後
の
新
名所「
観
光カ
ラク
リモニュ

ト
てい
ます。

メ
ント
」を、
是
非ご
覧下さい。

い
こ
の「

きら
ら
館」は、
地
元
特産

4
品
の展

示販売を
行

うほ
か、
民
俗
資

料
の展

示、
観光客
の方に
寛い

でい

ただ
く
休憩コ
ーナー 、

屋上
には
展

望
デッ
キが
あ
り、
伊
予
灘 、
宇和
海

が一
望

で
きるほ
か、
原
子
力
発
電
所

やメロ
ディ

ー
ラ
イン、
半
島
特
有
の

リア
ス
式
海岸な
ど
の自
然
美を
満喫

する
こ

と
が
で
きます。

特に
一
階
の展示コ
ー

ナー
には、

ん
と
きょ
が、

こ
のモニュ
メ
ントは、
高

さ
七m
(演
出時九m)
縦
横

一一一m
×一二m

で、
土
台
部分に

観
光案内
図を
備え、
毎正

時

に
なる
と
太
鼓
の音が
鳴りわ

た
り、
優雅なBG
M
の中 、
カ
ラ
ク

@
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ-
a，・

φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ

リ
の演出が

始ま
りま
す。

ド

当セ
ンター

では、
平成五

年
度に

モニユ
メ
ント

か
ら
次々

と
現れ、
。
全国三
千百八
十
九
の区市町
村を
対

ンタl
の情報提供
機能をよ

り一
層
@

皆
様をお
出迎え
する
のは、

お
な

じ
@
象に
『全

固ま
ちづ
くり
調査』
を
実

充実
し、
迅速かつ
広範なま
ちづ
く

@

み
の小
説「
坊っ
ちゃ
んし
のキャ
ラ

@
施
しまし
た。

り
情報
の提供

に
努め
る
こ

と
を目
的

@

ク
タ|
達で
す。

時
計が
反
転し
てマ

@
こ

れは、
全
国
各地
の個性
豊か

な

に
実施

し
た
も
ので
す。

Aマ

ド
ンナが、
正
面玄
関か

ら
坊っ
ちゃ

。
ま
ちづ
くり

事例
の収集に
よ

り、
セ

三
月
末現
在 、
調査を
依
頼し

た
白。

-

AV

 

-

-
囲内で

も
珍しい

不思
議なH
ふ

れ

あい
水
槽H
を

設

置して、
魚と
直

接ふ
れ
あい、
餌を
与えること

が
で

きる
体験コ
ー

ナー
もあ
ります。

場所は、
佐田
岬
半島を縦断する

国
道197
号バ
イパ
ス
沿い
の伊方

ビ
ジ
ターズ
ハウ
ス西
側です。

また、
十

月頃には、
こ
の伊方ビ

ジ
ターズ
ハウ
ス

と
きら
ら館三
階と

を
結ぶ
連絡通
路も設
置する
計画

で

す。年
末年

始
を
除

き毎日開
館を
予定

し
てい
ます。
ご
家
族やご
友人

お
誘

い
合せ
の上 、
ご
来
館
ください。

※
問い
合せ
先
伊方
町
役場産業
課

電
話(O
八
九四)

三
八l

O一
一一
一
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4司

A'

AV

 

-

­

@

治体
の
半数に
当た
る
約千六
百
の区。い-v-

-Y
.T
.Y
.T
.Y
.T.

-

市
町村か

ら
、

調査
表と
共に
貴重な.

。

まちつ
く
り

資
料(
振
興
計画 、
要
覧。

等)
の提
供をい

ただ
い
てお
りま
す。…

•
 

平成六
年度には

、
皆様
のま
ちづ
4

.

く
り
活動
のお
役に立ち

ま
すよ

う、@

@

提供い
ただい
た
資
料
の分析と
整
理。

道
後祖
泉 、
鈍
川
温泉と
共に
伊
予@

加工
を
行い

、
多
様な
情報提供に
努.

の三
泌に
数え

られ
、

古くは
三
十四
ト

め
る
こ

と
と
して
お
り
ま
す o

hp

代
許明天
皇や三
十七
代
斉明天皇が

ト

・
・Y
.T
.Y
.T
・v・
&Y
.T
・v

‘

御入
湯目さ
れ

たとい
われ
る
本
谷温泉
4

・

が、
装い
も
新

i
オー
プン
するこ
@

φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・
φ・0

とに
な
り
ま
し
た。

大
明
神川
の上
流
の山里

に
件む
温

備え
た
家族風巴も

あり
、

一階には
ゆ

泉館は
、

基
本コ
ン
セ
プト
を
『市民

三
世
代交
流
室 、二
階には
老人
憩い
‘

の
憩い
の
場と

し
て
の、「
新

し
い

回

の
部
屋や研
修
室
等が

あ
り
ま
す 0

.

舎」
の創造』

と
し
た

「温
泉
開発及

温泉を
楽し

び
自然公
園
整
備事業
」
の中
核施設

み
な
が
ら、
の

であり
、

豊
かな自
然と
農
村風最を

ん
び

り
過ご
す

生
か
し
た
件まい

と
なっ
てい

ま
す 。

も
良し

、
頭を

公
園
の
完成は
平成六
年度に

な
り

ひ
ね
る

も良し
、

ま
すが

、
大
浴場は
岩風目 、
木肌
風

巴
の二つ

が
あり

、
そ
の中に
サウ
ナ

風巴を
併設

し

てい
ま
す 。

ま

た、
身
体障
害

者用
の設備を

気分
をリフレ

ッ
シュ
する

も

良し
の施

設と

なっ
てい

ま
す 。

「自
然

い
き

生
名
村」
を

キャッ
チフレーズ

に
スポー
ツ
合宿

村を目
指す当
村
の中核施

設と
して

、

四
月にオー
プン

し
ま
す 。

「立
石山頂

展望
台」「
野
外ステー

ジ
」「芝生
広場」「果樹・花木広場」

等 、
架橋美・
多島美
の美

しい
自
然

景
観を生

かした自
然公
園と

して
、

村内
外
の人々

に
広く
利用し
て
頂け

る
も
のと
期待し
てい

ま
す。

潮風
を
感じな

が
ら
遊歩道を
歩く

と
、

時の流れ
を
忘れ
て

し
ま
うほど 、

自
然
の美しさに
心魅

かれ
ること

で

しょ、つ。
波
間
田
地
区公
園は

、

い
き、人
もい
きい
き、

ふ
る
さ

と
の雰囲気を大
切に

、ま

ち ョつ
くりを進め
る生
名島へ

、ぜひ

一
度ご
来島くだ
さい。
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(財愛媛県 ま ち づ く り 総合セ ン タ ー

人 事 j首 息
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.平成 5 年度 セ ン タ ー職員 (+印 は新 し い ス タ ッ フ です)
・ 4ゆ主任研究員

(前列左から)
(後列左から)

事 務 員 一 j 所 長 礎控
主任研究員 中村 博之 研 究 員 松川
初| 究 員 竹松 毅 研 究 員 尾崎

. 4 月 1 日 付 けで、 主

任研究員 ・ 研究員とし
て勤務 された 4 名 の活

動の拠点が変 わりまし
た 。 これからも よ ろし
くお願いい たします。

タフ也じ

え 。愛!�) 行/ ひ
め 媛県 平墜地
域 ま ハ
てコ ち 年
く 総 づ 凹

り 合 く 空
初f セり 日�'E し ン
� 、 タ
議

石 家 清
(肱 ) 1 1 11町)

i篠原 元久
(大三 島 11汀)

中村 博之
(愛 媛 県 庁)

.研 究 員
松川 伸 二

(illJ' 村 |町 役 場)
.研 究 員

藤 田 良
(宇和 島市役所)

.研 究 員
竹松 毅

(愛 媛 県 信 連)
智 3 事 務 員 中 路 由 加理

伸 二 1 研 究 員 藤 田 良
弘典 t 

松 岡 正範 松森 陽太郎
(共 済 連 愛媛県庁)
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